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人が輝き　まちが輝き　明日に輝く　やまつり町
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【巻頭記事】(p2~3)

やまつりこども園秋季運動会

【矢祭人　まちのかがやく人・頑張る人 VOL.56】（p19)

矢祭民謡愛好会会長　田中千代子さん

【Health information】（p6）

健康診断の結果はご覧になりましたか？

【地域おこし協力隊活動日誌 VOL.14】（p14 ～ 15)

Main presenter　青樹隊員

【議会だより】(p22~33)

第５回定例会（9月 10 日～ 9月 14 日）

Photo：やまつりこども園秋季運動会（紅白リレー）



やまつりこども園秋季運動会

４・５．お借りしま～す
（５歳児・親子個人）／６．
ちびっこ海賊、宝をゲッ
ト（４歳児・個人）

７．めざせ！フルーツ島（３歳児・親子個人）／８．魚すくいで
GO（４歳児・団体）／９．めざせ！フルーツ島で園児を乗せたそ
りを引く保護者のみなさん（３歳児・親子個人）／１０．よっちょ
れ（５歳児・リズム）

　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
秋
季
運

動
会
が
、
平
成
30
年
10
月
６
日

（
土
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
や

ま
つ
り
こ
ど
も
園
園
庭
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
運
動
会
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
『
海
の
仲
間
の
う
ん
ど
う

か
い
』
で
、
こ
の
日
を
待
ち
望

ん
で
い
た
保
育
部
ぺ
ん
ぎ
ん
組

（
２
歳
児
）
36
人
、
幼
児
教
育

部
（
３
〜
５
歳
児
）
１
２
７
人

の
園
児
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
で

し
た
。

　

当
日
は
曇
り
空
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
が
、
雨
が
降
る
こ
と

も
な
く
、
２
年
ぶ
り
に
園
庭
で

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
開
会

式
で
の
紅
白
応
援
合
戦
や
第
１

種
目
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
体
操
（
全

園
児
・
全
保
護
者
）
か
ら
最
終

種
目
の
紅
白
リ
レ
ー（
５
歳
児
）

ま
で
の
全
15
種
目
を
行
い
、
各

種
目
で
園
児
た
ち
の
笑
い
声
や

保
護
者
の
方
の
歓
声
が
響
い
て

い
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
30
分
頃
に
閉
会
式

を
終
え
た
園
児
た
ち
は
、
興
奮

醒
め
や
ら
ぬ
ま
ま
園
を
後
に
し

ま
し
た
。

１．エビカニクスでGO‼（５歳児・個人）／２．
紅白リレー後に勝ち旗を掲げて喜ぶ園児（５歳児・
団体）／３．親子でつかもう、今日の晩ごはん！（２
歳児・親子個人）
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平
成
20
年
３
月
に
開
所

し
、
10
周
年
を
迎
え
た
矢

祭
町
障
が
い
者
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
『
レ
ス
ポ
ア
ー

ル
や
ま
つ
り
』。

　

レ
ス
ポ
ア
ー
ル
と
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
希
望
」

と
い
う
意
味
で
す
。
障
害

を
持
っ
て
い
て
も
自
分
の

進
み
た
い
道
へ
い
け
る
よ

う
「
希
望
」
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
こ
の
名
称
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
で
は
、
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型（
以
下
就
労
）

と
生
活
介
護
の
２
つ
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
労
で
は
、
将
来
就
職

す
る
た
め
の
訓
練
と
し

て
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
ボ

ル
ト
へ
の
ワ
ッ
シ
ャ
ー
入

れ
な
ど
の
作
業
。
生
活
介

護
で
は
、
テ
レ
ビ
を
見
た

り
、
手
芸
な
ど
を
し
て
利

用
者
の
方
は
過
ご
し
て
い

ま
す
。　

成
30
年
10
月
22
日
、
ユ
ー

パ
ル
矢
祭
に
お
い
て
10

周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
利

用
者
、
職
員
、
来
賓
な
ど
約
60
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
立
花
副
理
事
長
の
開

会
の
言
葉
で
始
ま
り
、
谷
田
部
理

事
長
に
よ
る
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
、

来
賓
紹
介
と
進
み
閉
会
。そ
の
後
、

矢
祭
ハ
ー
モ
ニ
カ
愛
好
会
の
演
奏

や
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
登

場
し
た
「
母
心
」
の
漫
才
が
披
露

さ
れ
、
会
場
は
笑
い
と
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
正
午
か
ら
は
昼
食
会
も

開
か
れ
、
出
席
者
同
士
の
親
睦
を

深
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の

思
い
出
話
な
ど
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。

平 10
周
年
記
念
式
典
挙
行

10 year
 anniversary

レ
ス
ポ
ア
ー
ル
や
ま
つ
り
10
年
の
歩
み

平
成
20
年
３
月　
　

開
所
式

　
　
　
　

４
月　
　

生
活
介
護
事
業
２
名
、
就
労
継

　
　
　
　
　
　
　
　

続
支
援
Ｂ
型
事
業
２
名
、
日
中

　
　
　
　
　
　
　
　

時
支
援
事
業
１
名
の
利
用
で
活

　
　
　
　
　
　
　
　

動
開
始

　
　
　
　

８
月　
　

食
事
提
供
開
始
、「
赤
い
羽
根
共

　
　
　
　
　
　
　
　

同
募
金
配
分
」
に
よ
る
車
い
す

　
　
　
　
　
　
　
　

使
用
者
の
送
迎
可
能
に

平
成
21
年
11
月　
　

福
島
県
養
豚
協
会
よ
り
頂
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　

豚
肉
で
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー

平
成
22
年
３
月　
　

町
よ
り
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木

　
　
　
　
　
　
　
　

90
本
を
植
樹

平
成
23
年
６
月　
　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
初
収
穫
・
販
売

　
　
　
　

11
月　
　

空
き
缶
圧
縮
機
設
置
・
コ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

リ
ー
ト
舗
装

平
成
25
年
10
月　
　

県
総
合
社
会
福
祉
金
情
勢
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

に
よ
り
全
室
の
石
油
暖
房
機

　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
台
）
入
れ
替
え

平
成
26
年
２
月　
　

24
時
間
テ
レ
ビ
30
「
愛
は
地
球

　
　
　
　
　
　
　
　

を
救
う
」
福
祉
車
両
受
贈

平
成
28
年
２
月　
　

下
関
河
内
小
学
校
全
校
生
徒
と

　
　
　
　
　
　
　
　

最
後
の
交
流
会

　
　
　
　

９
月　
　

中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉
財
団

　
　
　
　
　
　
　
　

助
成
事
業
に
よ
り
事
務
室
・
交

　
　
　
　
　
　
　
　

流
ス
ペ
ー
ス
に
エ
ア
コ
ン
設
置

平
成
30
年
10
月　
　

10
周
年
を
迎
え
、
生
活
介
護
事

　
　
　
　
　
　
　
　

業
６
名
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
５
名
の
利
用
者
で
活
動
中

矢祭町障がい者自立支援センター
『レスポアールやまつり』開所１０周年

◀
帽
子
や
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
な
ど
の
編
み
物
を
作
る
利
用
者
。 ▲右：役場の収集所からの回収、一般の家庭からお持ちいただいた空き缶やペットボトルの仕分けをするリサイクル事業に

取り組む利用者。／左：車の部品となるボルトにワッシャーを入れる作業を行う利用者。1日に約４千個から５千個を仕上
げます。

▲左上：10 周年記念式典に臨むレスポアール
やまつり関係者のみなさん。／右上：記念式典
後の会食会。／左下：10 周年を祝って素敵な
音色を披露してくれた矢祭町ハーモニカ愛好会
のみなさん。／右下：スペシャルゲストとして
登場したお笑いコンビ『母心』のお二人による
漫才。

のお二人に

▲利用者の方が一つ一つ丁寧
に編んで作られたアクリルた
わし。10 周年の祝品として配
付されました。
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Health 
information

健康情報

民
健
康
保
険
の
方
は
、

８
月
に
実
施
さ
れ
た

健
康
診
断
の
結
果
を
ご
覧
に
な

り
ま
し
た
か
？

　

矢
祭
町
で
は
血
圧
に
お
い
て

治
療
を
さ
れ
て
い
る
方
が
多
い

状
況
で
あ
り
、
一
昨
年
か
ら
推

定
尿
中
塩
分
測
定
を
お
こ
な
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
開
始
し
た

年
か
ら
摂
取
量
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
１
日
の
目
標
量
男
性

８
ｇ
、
女
性
７
ｇ
ま
で
は
も
う

少
々
努
力
が
必
要
と
言
え
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
矢
祭
町
ス
プ
ー
ン

の
会
で
は
、
男
性
の
料
理
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
減
塩
料

理
の
調
理
実
習
な
ど
を
行
っ
て

お
り
、
７
月
に
は
、「
す
ず
き

の
ム
ニ
エ
ル
」、「
蒸
し
な
す
の

香
味
あ
え
」、「
夏
野
菜
の
わ
さ

び
マ
ヨ
サ
ラ
ダ
」、「
ト
マ
ト
の

か
き
た
ま
汁
」を
作
り
ま
し
た
。

香
味
食
材
を
使
う
こ
と
で
減
塩

効
果
が
あ
り
、
１
食
の
塩
分
の

合
計
が
2.3
ｇ
で
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
、
健
康
の
た
め

に
こ
の
料
理
教
室
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

健
康
診
断
の
結
果
は
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？

日　時　11月8日（木）午前9時 30分～
場　所　矢祭町保健福祉センター
参加費　２００円
持参物　8月の健診結果、エプロン、三角巾
内　容　健診結果の見方、簡単な調理実習
問い合わせ　☎４６-４５８１

「男性の料理教室」

国

鈴木薫
矢祭町役場

金子一則
東海村立東海病院

菊池孝裕
ＳＭＣ (株 )

菊池和記
成洋産業 (株 )

鈴木修宏
白河消防本部

金澤凌真
光南高校１年

鈴木航志郎
白河高校１年

檜山侑那
矢祭中学校３年

本多悠夢
矢祭中学校３年

鈴木悠斗
矢祭中学校３年

尾亦遥斗
矢祭中学校１年

山中隆史
矢祭中学校２年

緑川侑真
矢祭中学校１年

鈴木勇史郎
矢祭中学校１年

塚田朱加莉
矢祭中学校３年

藤田剛志
福島大学４年

菊池拓哉
国際福祉大学校２年

菊池竜馬
日大東北高校３年

藤井丈一郎
藤井工業

本多白篤
塙工業高校３年

古市瑛士
矢祭中学校１年

ふくしま駅伝矢祭町チーム選手紹介　
【平成 30年 11 月 18 日（日）午前 7時 30 分　しらかわカタールスポーツパーク　START】

本多由羅
矢祭中学校１年

塚田結稀
矢祭中学校１年

▲男性の料理教室で作ったメニュー。／▶７月
に矢祭町保健福祉センターで実施された男性の
料理教室で調理に取り組む参加者。
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8.40

8.80
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9.60

10.00

全体 男性 女性

推定尿中塩分測定平均値比較

H28 H29 H30
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補
正
予
算
第
１
号
（
４
月
専
決
）　

補
正
予
算
額 

３
６
４
万
３
千
円　

補
正
予
算
第
２
号
（
６
月
定
例
議
会
）

補
正
予
算
額 

△
３
１
７
万
７
千
円

■
庁
舎
改
修
に
係
る
設
計
委
託
料

･

工
事
請
負
費
２
，
４
０
０
万
円
、

町
道
舗
装
工
事
５
０
０
万
円
、
矢

祭
中
学
校
揚
水
ポ
ン
プ
取
替
工
事

１
２
７
万
５
千
円
な
ど
を
増
額
し
、

■
舘
山
ラ
ン
ド
展
望
台
照
明
設
備
工

事
等
１
４
８
万
円
、
ス
イ
ン
ピ
ア
矢

祭
プ
ー
ル
ろ
過
器
修
繕
66
万
８
千

円
、
観
光
施
設
修
繕
・
整
備
に
係
る

費
用
35
万
１
千
円
等
を
増
額
し
、
予

備
費
３
３
５
万
４
千
円
を
減
額
し
ま

し
た
。
予
算
総
額
を
46
億
１
４
０
万

指標名

矢祭町の比率
早期健全化
基　　　準

財政再生
基　　準平成29年度 平成28年度

実  質  赤  字  比  率 － － 15.00 20.00

連結実質赤字比率 － － 20.00 30.00

実 質 公 債 費 比 率 0.8 0.6 25.00 35.00

将  来  負  担  比  率 － － 350.00

会計名
矢祭町の比率

経営健全化基準
平成29年度 平成28年度

水   道   事   業   特   別   会   計 － － 20.00

農業集落排水処理事業特別会計 － － 20.00

工場団地造成事業特別会計 － － 20.00

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 － － 20.00

補
正
予
算
第
４
号
（
９
月
定
例
議
会
）

補
正
予
算
額
２
億
７
，
４
３
４
万
８
千
円

29 年度健全化判断比率等の公表

◆上記２つの表のとおり、本町の各指標はいずれも国の基準を下回っております。
　また、平成 29 年度指標は 28 年度指標を維持しており、引き続き財政状況は健
　全に運営されているものと判断できます。

　

町
の
財
政
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
５
月
と
11
月
に
広
報
に
て
公
表
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
29
年
度
健
全
化
判
断
比
率
と
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
指
標
は
28
年
度
指
標
を
維
持

福祉施設整備事業や親水広場整備、道路改良等に係る工事請負費など／公債費
▶公共施設の整備などに充てた、国や銀行から借り入れたお金の定期返済元利金／繰出金▶国
保会計など特別会計への繰出金／維持補修・災害復旧費▶施設の修繕、台風等の被害で生じた
経費／積立金▶基金への積立金

平
成
30
年
度
一
般
会
計
上
半
期

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
末
ま
で
の
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
し
た
。

■
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
賃

金
、
共
済
費
等
３
６
１
万
９
千
円
を

増
額
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

講
習
受
講
手
数
料
等
２
万
４
千
円

を
増
額
し
ま
し
た
。
予
算
総
額
を

46
億
３
６
４
万
３
千
円
と
す
る
補
正

内
容
で
し
た
。

■
歳
入
は
、
前
年
度
繰
越
金
３
６
４

万
３
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

昨
年
度
末
に
繰
上
償
還
し
た
こ
と
で

不
用
と
な
っ
た
公
債
費
３
，
４
７
７

万
２
千
円
を
減
額
し
ま
し
た
。
予
算

総
額
を
46
億
46
万
６
千
円
と
す
る
補

正
内
容
で
し
た
。

■
歳
入
で
は
、
主
に
、
ふ
く
し
ま
プ

ラ
イ
ド
日
本
酒
の
里
確
立
事
業
補
助

金
１
１
５
万
３
千
円
を
増
額
し
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

補
助
金
は
不
採
択
と
な
っ
た
た
め
、

５
０
０
万
円
減
額
し
ま
し
た
。

■
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
設
備
修
繕
工
事

２
，
４
０
０
万
円
、
財
政
調
整
基
金

積
立
金
２
億
円
等
を
増
額
し
ま
し

た
。

■
歳
入
は
、
前
年
度
繰
越
金
の
確
定

に
よ
り
３
億
６
，
７
６
１
万
４
千
円

を
増
額
し
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

は
１
億
円
減
額
し
ま
し
た
。

４
千
円
と
す
る
補
正
内
容
で
し
た
。

■
歳
入
は
、
主
に
障
が
い
者
自
立
支

援
に
係
る
国･

県
負
担
金
を
増
額
し

ま
し
た
。

補
正
予
算
第
３
号
（
７
月
臨
時
議
会
）

補
正
予
算
額 

93
万
８
千
円

歳入
48億
4,700 万円

町税
8億 5,300 万円
18％

地方交付税
17 億 700 万円

35％
国県支出金
5億 9,100 万円

12％

繰入金
3億 6,400 万円

8％

町債
8億 1,900 万円

17％

その他
1億 6,100 万円

3％

地方譲与税等
1億 5,100 万円

3％

繰越金
2億 100 万円
4％

歳出
43億

5,900 万円

物件費
7億 7,600 万円
18％

補助費
6億 900 万円
14％

人件費
5億 1,100 万円
12％

積立金
1億 7,100 万円

4％

普通建設事業費
9億 500 万円
21％

扶助費
2億 9,400 万円

7％

繰出金
3億 2,900 万円

7％

公債費
6億 8,500 万円

15％

平成 29年度

維持補修・災害復旧費
7,900 万円

＊少額のため 1％未満
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支出 収入

義務的経費

食費等の生活費
【人件費】

422,144 円
（11.7％）

自主財源

給料
【町民税・使用料など】

777,849 円
（21.6％）

医療費・学費
【扶助費】

242,674 円
（6.7％）

貯金の取崩し
【繰入金】

270,579 円
（7.5％）

ローン返済
【公債費】

565,288 円
（15.7％）

前年度から持っていたお金
【繰越金】

149,536 円
（4.2％）

投資的経費
家や車庫の建築
【建設事業費】

747,065 円
（20.8％）

貯金利子など
【雑入等】

86,669 円
（2.4％）

その他の経費

光熱水費・通信費
【物件費】

640,846 円
（17.8％）

依存財源

親などからの援助
【地方交付税・
国県補助金など】

1,707,013 円
（47.4％）

町内会費・寄附金
【補助費等】

490,226 円
（13.6％）

銀行などからの借入
【町債】

608,354 円
（16.9％）

家や車の補修費
【維持補修費・災害復旧費】

65,628 円
（1.8％）

※イメージしやすいように町の経費を置き換えています。
（金額下は構成比）

子どもへの仕送り
【繰出金】

271,596 円
（7.6％）

貯金など
【積立金・貸付金】

154,533 円
（4.3％）

支出合計
3,600,000 円
（100％） 収入合計

3,600,000 円
（100％）

会計名 歳入 歳出 事業内容

国民健康保険特別会計 8億1,095万6千円 7億5,349万6千円 国保世帯数▶ 846 世帯　被保険者数▶1,406人　

工場団地造成事業特別会計 316万4千円 268 万 7千円 造成地の草刈等維持経費等

宅地造成事業特別会計 244万4千円 162 万 6千円 総区画数▶274区画　▶分譲済区画数233区画

農業集落排水処理事業特別会計 2,864万6千円 2,850万7千円 排水人口▶487 人　排水区域面積▶0.57㎢

介 護 保 険 特 別 会 計 5億8,916万1千円 5億1,073万2千円
要介護認定者数▶ 280 人　
在宅介護サービス利用者数▶ 1,375 人／ 12 か月　
施設介護サービス利用者数▶ 825 人／ 12 か月

後期高齢者医療保険特別会計 1億4,041万円 1億3,654万3千円 被保険者数▶ 1,217 人

霊 園 事 業 特 別 会 計 183万円 86万5千円 総区画数▶ 40区画　貸出中区画数▶ 25区画

水  道  事  業  会  計
収益的収入 資本的支出 給水世帯数▶ 1,891 件　人口▶ 5,395 人　

給水普及率▶ 91.7％1億4,892万3千円 1億 6,576万 3千円

職員数 対前年
増減数

主な増減理由
平成 29年 平成 30 年

一般行政
部　　門

議　　会 1 1 0
総　　務 1 1 1 2 1 欠員補充
税　　務 3 4 1 グループ再編に伴う増
民　　生 1 1 1 2 1 グループ再編に伴う増
衛　　生 5 4 ▲ 1 グループ再編に伴う減
農林水産 4 5 1 新規採用職員補充
商　　工 1 1 0
土　　木 2 3 1 新規採用職員補充
小　　計 3 8 4 2 4

特別行政
部　　門

教　　育 1 3 1 3 0

小　　計 1 3 1 3 0

公営企業等
会計部門

水　　道 2 2 0

下  水  道 0 0 0

そ  の  他 6 4 ▲2 退職不補充及びグループ再編に伴う減

小　　計 8 6 ▲2

合　　計
59
［75］

61
［75］

2
［0］

23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年

一 般行政 職員数 51 51 50 49 52 54 51 55

公営企業等 職員数 8 8 9 9 8 8 8 6

計 職員数 59 59 59 58 60 62 59 61

分限処分 懲戒処分

休職 降任 免職 戒告 減給 停職 免職

ー ー ー ー ー ー ー

１週間の勤務時間 38時間45分

執　 務　 時　 間 午前8時 30分～午後5時 15分

休　 憩　 時　 間 正午～午後1時

勤務条件の状況

指定された職員のみ
下記の窓口交替勤務あり

朝▶午前7時 30分～午前8時 30分
昼▶正午～午後1時
夕▶午後5時 15分～午後6時 45分

■職員の分限及び懲戒処分の状況（平成 29 年度）

町の財政（平成２９年度一般会計決算）を
年収３６０万円家庭の家計簿に置き換えると

平成 29年度特別会計決算
■みなさんの生活に直結した事業を特別会計・企業会計で行っています

■部門別職員数の状況と主な増減理由（平成30年4月1日現在）

職員の任免及び職員数に関する状況
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第
23
回
矢
祭
ふ
れ
あ
い
駅
伝
競
走
大
会

に
伴
う
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

区分 受講者数
ふくしま自治研修センターの研修 18人
その他の研修 0人

計 18人

■職員の研修の状況（平成 29年度）

区　　　分 給料月額等

給　　料
町　長 　　523,000円
副町長 　　523,000円
教育長 　　523,000円

報　　酬
議　長  日額 30,000円
副議長  日額 30,000円
議　員  日額 30,000円

期末手当
町　長 平成29年度支給割合

  ６月期　 1.40月
12月期　 1.50月

計 2.90月分
議長 ※平成 20 年度から町

議会議員は期末手当支
給なし

副町長 副議長
教育長 議員

■特別職の報酬等の状況（平成 30年 4月 1日現在）

平成29年度支給割合
期末手当 勤勉手当

6月 1.225月
2.55月

6月 0.85月
1.8月

12月 1.325月 12月 0.95月
加算措置の状況
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算5～ 15％

■期末手当・勤勉手当（平成 29年度）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1級 主事・保健師・看護師・管理栄養士・保育士・教諭・養護教諭・学芸員 13人 24.1％
2級 主任主事・保健師・看護師・管理栄養士・保育士・教諭・養護教諭・学芸員 14人 25.9％
3級 主査・主任保健師・主任看護師・主任管理栄養士・主任保育士・主任教諭・主任養護教諭・主任学芸員 2人 3.7％
4級 主任主査・主任保健師・主任看護師・主任管理栄養士・主任保育士・主任教諭・主任養護教諭・主任学芸員 9人 16.7％
5級 主幹・やまつりこども園副園長・農業委員会事務局長・学校給食センター所長 11人 20.4％
6級 課長・会計管理者・議会事務局長 5人 9.2％

合計 54人 100％

■一般行政職の級別職員数の状況（平成 30年 4月 1日現在）＊指導主事除く

区分 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 183,400 円 197,200 円
高校卒 150,400 円 160,400 円

■職員の初任給の状況（平成 30年 4月 1日現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 39.30歳 294,140円 342,580円

■職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成 30年 4月 1日現在）

区分 職員数
給与費

1人当たりの給与費
※参考

平成29年度の平均
1人当たりの給与費給料 職員手当 期   末   ・

勤勉手当 計

平成30年度 55人 1億 9,625万 1千円 2,972万 5千円 7,579万 8千円 3億 177万 4千円 548万 7千円 542万 1千円

■職員給与費の状況（普通会計予算）

区分 住民基本台帳人口
（平成29年度末） 歳出額 実質収支 人件費 人件費率 ※参考

平成28年度の人件費率

平成29年度 平成30年 3月 31日現在
5,879人 43億 5,671万 1千円 4億 4,101万 1千円 5億 666万 1千円 11.6％ 9.9％

■人件費の状況（普通会計決算）

　

こ
の
説
明
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
年
金
の
請
求

を
さ
れ
る
方
、
す
で
に
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
を
対
象
に
、
老
齢
年
金
の
請
求
時
や
受
給

後
に
必
要
と
な
る
手
続
き
、
老
齢
年
金
に
関
連

し
て
よ
く
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
内
容
な

ど
に
つ
い
て
、
日
本
年
金
機
構
の
年
金
事
務
所

職
員
が
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　

平
成
30
年
12
月
15
日
（
土
）
午
前

　

10
時
〜
正
午

会
場　

白
河
商
工
会
議
所
会
議
室
（
白
河
市
道

　

場
小
路
96-

５

講
座
内
容　
「
年
金
請
求
の
事
務
手
続
き
」・「
遺

　

族
年
金
」

参
加
費　

無
料

参
加
対
象
者　

昭
和
34
年
４
月
１
日
以
前
の
生

　

ま
れ
の
方

定
員　

50
名

持
参
物　

筆
記
用
具

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
氏
名
・
住

　

所
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
記
入
）

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
年
金
受
給
者
協
会
連
合

　

会
（
福
島
市
大
町
５
‐
２
千
代
田
生
命
福
島

　

ビ
ル
４
階
）
☎
０
２
４
‐
５
２
８
‐
９
１
２

　

１
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　

平
成
30
年
12
月
１
日
（
日
）

に
行
わ
れ
る
矢
祭
ふ
れ
あ
い
駅

伝
競
走
大
会
の
開
催
に
伴
い
、

交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
周
辺

近
隣
住
民
の
皆
様
に
は
何
か
と

ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

規
制
日
時　

平
成
30
年
12
月
１

　

日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
午

　

後
２
時

規
制
場
所　

町
道
小
田
川
・
矢

　

祭
中
央
団
地
線
、
及
び
天
神

　

沢
橋
か
ら
矢
祭
大
橋
付
近
ま

　

で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学

　

習
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
２
２

　

０
２

職員の給与の状況

年
金
受
給
説
明
会
の

ご
案
内

工事名 入札日 （予定価格）
落札金額 落札者 工事場所 工期

平成30年度ユーパル矢祭温泉
井戸浚渫工事

平成 30 年
10 月 16 日

（23,234,040 円）
23,166,000 円

株式会社　ベルパックス
代表取締役　大平千代子

東   舘   字
蔵屋敷地内

平成 30 年 10 月 16 日～
平成 30 年 12 月 21 日

平成30年度林道大沢線舗装工
事

平成 30 年
10 月 24 日

（5,061,960 円）
4,503,600 円

佐川建設株式会社
代表取締役　佐川　泉

関   岡   字
大 沢 地 内

平成 30 年 10 月 25 日～
平成 31 年 2月 28 日

平成30年度林道塩ノ海・入山
線舗装工事

平成 30 年
10 月 24 日

（3,889,080 円）
3,456,000 円

佐川建設株式会社
代表取締役　佐川　泉

茗   荷   字
入 山 地 内

平成 30 年 10 月 25 日～
平成 31 年 2月 28 日

平成30年度内川字中村地内農
道舗装工事

平成 30 年
10 月 24 日

（1,357,560 円）
1,317,600 円

県南建設株式会社
代表取締役　藤田良一

内   川   字
中 村 地 内

平成 30 年 10 月 25 日～
平成 31 年 2月 28 日

平成30年度茗荷字吉ノ平地内
農道舗装工事

平成 30 年
10 月 24 日

（1,887,840 円）
1,825,200 円

県南建設株式会社
代表取締役　藤田良一

茗   荷   字
吉ノ平地内

平成 30 年 10 月 25 日～
平成 31 年 2月 28 日

平成30年度黒助橋橋梁補修工
事

平成 30 年
10 月 24 日

（36,538,560 円）
31,550,040 円

佐川建設株式会社
代表取締役　佐川　泉

中 石 井 字
早 房 地 内

平成 30 年 10 月 24 日～
平成 31 年 3月 29 日

入
札
結
果

※町が発注した、予定価格が１３０万円を超える工事の入札結果を公表します。
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作

　

森

田

僚

也

　
「
ま
ち
の
駅
や
ま
つ
り
」
駅

長
の
青
樹
雅
実
で
す
。

　

10
月
は
個
人
的
に
は
（
生
き

て
い
く
た
め
の
ア
ル
バ
イ
ト
や

ら
、そ
の
た
め
の
講
習
や
ら
で
）

激
動
の
１
ヶ
月
で
し
た
が
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
は
ト

ピ
ッ
ク
ス
と
呼
べ
る
よ
う
な
も

の
が
少
な
か
っ
た
の
で
（
い
や

あ
れ
こ
れ
イ
ベ
ン
ト
は
あ
っ
た

の
で
す
が
参
加
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
よ
。
す
み
ま
せ
ん
。）、

今
年
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
始
め

て
い
る
こ
と
を
少
し
お
話
さ
せ

て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
「
矢
祭
未
来
想
成

ア
カ
デ
ミ
ー
」
で
発
表
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
矢
祭
町
で
の
起

業
に
向
け
て
の
自
分
的
ミ
ッ

シ
ョ
ン
「
自
分
的
も
っ
た
い
な

い
市
場
で
か
つ
て
知
っ
た
る

小
田
原
に
矢
祭
を
売
り
込
む

ぞ
（
仮
題
）」
の
テ
ス
ト
ケ
ー

ス
を
５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
い
き
な
り
大
き
な
マ
ル

シ
ェ
に
飛
び
込
む
勇
気
は
な
か

り
で
ま
だ
ま
だ
可
能
性
も
課
題

は
い
っ
ぱ
い
、
と
い
っ
た
感
じ

で
す
。

　

課
題
は
満
載
で
す
が
、
今
は

楽
し
み
な
が
ら
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
進
め
て
い
ま
す
。
残
り
１

年
半
の
任
期
中
に
な
ん
と
か
こ

の
町
で
生
き
て
い
く
術
を
見
つ

け
な
け
れ
ば
、
と
や
や
焦
り
始

め
て
も
い
る
部
分
も
あ
る
の
で

す
け
ど
。
そ
こ
か
ら
先
も
僕
は

こ
の
町
に
居
て
も
い
い
ん
で
す

よ
ね
？(

笑)

っ
た
の
で
、
友
人
が
個
人
的
に

や
っ
て
い
る
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト

か
ら
は
じ
め
る
こ
と
に
、
お
馴

染
み
「
山
の
ご
ち
そ
う
本
舗
」

さ
ん
の
山
の
幸
の
加
工
品
を
中

心
に
矢
祭
物
産
を
趣
味
的
に
販

売
し
始
め
ま
し
た
。
矢
祭
町
の

人
か
ら
す
れ
ば
当
た
り
前
の
も

の
で
も
、
小
田
原
人
に
は
珍
し

が
っ
て
も
ら
え
て
そ
れ
な
り
に

手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
よ
。
少

し
自
信
を
つ
け
た
と
こ
ろ
で
今

は
あ
ち
こ
ち
の
マ
ル
シ
ェ
に
顔

を
出
す
よ
う
に
し
て
基
礎
を
固

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

正
直
採
算
は
…
ま
だ
ま
だ
交

通
費
が
出
れ
ば
儲
け
も
ん
、
く

ら
い
で
し
ょ
う
か
。
お
客
様
も

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
分
の
活
動

を
応
援
し
て
く
れ
る
友
人
ば
か

左▶青樹隊員の出身地でもある神奈川県小田原市で毎月第４土曜日に開催されている『カミイチ』と呼ばれるマルシェに、青樹隊員が出店しているブー
ス。６月・８月（１０月は台風のため中止）に出店しており、今後も積極的に出店予定。／右▶『カミイチ』で矢祭町の特産品などを PR・販売し、汗
を流す青樹隊員。

地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.14
協力隊員が運営している
Facebook では、隊員の
活動等をさらに詳しく見
ることができます。▶▶

地域おこし協力隊とゆかいな仲間
達が運営するＨＰ「ウェルカム矢
祭」。協力隊員が製作中の「商店
マップ」も掲載しています。▶▶

　こんにちは！協力隊福山です。

　先月号でもお伝えしたように、10 月 21 日

（日）日暮里駅前で開催されたマルシェに、「ふ

くしま百貨店」メンバーとして参加しました！

　当日は、朝 4時に矢祭を出発して夜 11 時に

帰ってくる長丁場だったのですが、会場内で他

地域の事業者の方とお話しすることができた

り、来てくださったお客さんの中に矢祭出身の

方がいたり、今回の出店が福島中央テレビで特

集して貰えたりと、とても貴重な経験をするこ

とができました。

PROFILE
青樹雅実【あおきまさみ】
57歳。神奈川県小田原市出身。
趣味は山菜を探すこと。主な
活動は「やまつりまち・ひと・
みらいづくり協議会事務局、
特産品開発」

PROFILE
森田僚也【もりたともや】
37歳。栃木県宇都宮市出身。
趣味は漫画を描くこと。主な
活動は「デザイン全般」

　「リアル宝探しイベントコード F－８」。町外

の観光客の方々がたくさん訪れるこのイベント

は 10 月 28 日に終了日を迎えました。

　宝の発見報告所である「まちの駅やまつり」

に訪れた方々の累計はおよそ 5,000 人。たくさ

んの冒険者から「素敵な場所ですね」というお

言葉をいただいていた隠れ名スポットとは「夢

想滝エリア」でした。

　簡単な観光案内所の役目も担う当施設。自信

を持っておススメできる観光スポットとしてご

案内を続けたいです。

◀出店の打ち合わせの際に撮影した
「ふくしま百貨店」メンバーの集合写
真。メンバーは随時募集中です。詳
しくは、先月号の『広報やまつり』
をご覧ください。

◀矢祭町のパワースポット。このエ
リアに入ると「空気感が変わる」と
も言われています。冒険者の方々と
触れ合い続けることで再認識できた
矢祭きらめきスポットです。

まちの駅やまつりのス
タッフが地域情報などを
発信している。まちの駅
やまつりのＨＰ。　▶▶

PROFILE
福山正真【ふくやましょうま】
21歳。山口県山陽小野田市出身。
趣味はYOSAKOI、旅、献血。主
な活動は「ゆず畑」

14
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図 書 館 だ よ り
library Information

第 10 回　矢祭もったいない図書館手づ
くり絵本ｺﾝｸｰﾙ応募作品館内展示中！

展示期間

　10 月 31 日（水）～ 12 月 6日（木）

　図書館開館時間内　9:30 ～ 18:00

　＊ 11 月 3 日（土）のみ、会場ユー

　　パル矢祭（矢祭町文化祭会場）

　　9:00 ～ 16:00

　第 10 回を迎えた今回は、一般の部

92 点、家族の部 79 点、合計 171 点が

集まりました。館内では、すべての応

募作品を展示しています。表彰式終了

後、作品はすべて

作者の元へお返し

いたします。全国

から寄せられた作

品を、ぜひご覧下

さい。

ＰＩＣＫ　ＵＰ
「季節のおはなし会」（矢祭もったいない図書館特別書庫）
　11 月 18 日（日）午後２時～午後３時
　▶おはなし会を開催します。
「矢祭町ビブリオバトル」（矢祭もったいない図書館特別書庫）
　11 月 18 日（日）午後３時～午後３時 30 分
　▶読んでほしい本やおすすめしたい本を制限時間「５分」で紹介してみませんか？

【11月のイベント】

【今月のコーナー】

【今月の休館日】

【問い合わせ】
毎週月曜日

矢祭もったいない図書館　☎４６‐４６４６

10月 27 日（土）～ 11 月 9日（金）までは読書週間。今年のテー
マは、「ホッと一息 本と一息」館内では、手づくり絵本コンクー
ル応募作品のほか、コンクールにて審査委員を務めている、ノ
ンフィクション作家の柳田邦男先生、絵本作家のあべ弘士先生
の絵本を展示しています。

【12月のイベント】
「赤ちゃんおはなし会」（矢祭もったいない図書館）
　12 月 6日（木）午前 10 時～正午
　▶乳幼児親子とおなかに赤ちゃんがいるお母さんのためのおはなし会です。
「第 10回矢祭もったいない図書館手づくり絵本コンクール表彰式」（ユーパル矢祭）
　12 月 8日（土）
　▶開催から 10 周年を記念した講演会等も予定しています。

後

作

pickup
topics

　

平
成
30
年
10
月
19
日
（
金
）
に

開
催
さ
れ
た
矢
祭
中
学
校
「
並
木

丘
杯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
、
矢
祭
中
学
校
体
育
館
で
「Let's 

Jum
p

」「
障
害
物
競
走
」「
借
り
物

競
争
」
が
行
わ
れ
た
後
、
矢
祭
中
学

校
校
庭
で
「
タ
イ
ヤ
引
き
」
と
「
全

員
リ
レ
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
30
年
10
月
27
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
た
矢
祭
中
学
校
「
並
木

丘
祭
（
文
化
祭
）」
で
は
、
第
Ⅰ
部

学
習
発
表
（
特
設
合
奏
部
の
演
奏
、

青
少
年
の
主
張
発
表
、
英
語
弁
論
発

表
、
青
空
ク
ラ
ブ
発
表
）、
第
Ⅱ
部

総
合
学
習
発
表
（
各
学
年
ご
と
）、

第
Ⅲ
部
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
（
各
ク
ラ

ス
ご
と
、
特
設
合
唱
部
の
演
奏
）、

第
Ⅳ
部
有
志
発
表
（
全
５
組
）
が
行

わ
れ
、
各
ク
ラ
ス
の
絆
や
中
学
生
た

ち
の
団
結
す
る
姿
に
、
来
場
し
た
保

護
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

矢
祭
中
学
校
「
並
木
丘
祭
（
文
化
祭
）」・

「
並
木
丘
杯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催

yam
atsuri  Junior  high  school

並木丘祭スローガン
「未来につなげ！絆を　希望を　伝統を」

１．並木丘杯スポーツフェスティバルで行われた「タイヤ引き」／２．「全員リレー」（２年生）で 1位でゴールした生
徒と喜びを爆発させるクラスメイト／３．並木丘祭で行われた「合唱コンクール」（３年生）／４．今年の並木丘祭で
使用されているスローガン入りのポスター／５．並木丘祭で体育館内に展示された生徒の作品を見学する来場者／６．
並木丘祭のラストを飾った有志発表

２

４

６

1

3

5

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
十
月
詠
草

道
端
の
蝮
を
剝
き
て
串
に
刺
し

「
焼
い
て
食
べ
な
」
と
友
の
く
れ
に
き

　
　
（
終
戦
時
友
十
二
歳
）　

片
野　

税
子

柿
の
実
が
赤
く
熟
れ
る
と
懐
か
し
く

祖
母
好
物
で
笑
顔
で
食
べ
お
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

封
切
れ
ば
鶯
色
の
保
険
証

と
う
と
う
来
た
か
前
期
高
齢
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

亡
き
友
の
は
ぐ
く
み
く
れ
し
酔
芙
蓉

今
年
も
咲
き
ぬ
夕
暮
れ
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

一
年
に
一
度
だ
け
会
え
る
友
も
い
て

敬
老
会
に
話
は
ず
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

典
子

慈
し
み
育
て
し
孫
も
父
と
な
り

時
代
と
共
に
吾
が
子
を
い
と
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
江

し
ゃ
ぼ
ん
玉
一
吹
き
ご
と
に
飛
び
跳
ね
る

孫
に
つ
ら
れ
て
吾
も
追
い
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

星　
　

初
枝

庭
先
に
つ
ん
つ
ん
飛
び
い
る
赤
と
ん
ぼ

寒
さ
が
早
く
来
ま
せ
ん
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
ミ
サ
子

去
年
よ
り
十
日
も
遅
れ
し
大
根
の

種
蒔
き
急
ぐ
朝
靄
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

斎
藤　

𠮷
民

夕
陽
受
け
黄
金
に
染
ま
る
金
木
犀

吹
き
く
る
風
に
ほ
の
か
に
匂
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江
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海外旅行に行きたいです。そして、いろんな国のい
ろんな美味しいものを食べてみたいです。

船舶免許を取得することです。

釣りと野球です。

田川です。小さい頃から友達と釣りなどでよく遊ん
でいたので、お気に入りの場所です。

気軽に体を動かせるような施設があったらいいなと
思います。

最近は、バス釣りによく行くので、釣り場などで会っ
た時には声をかけていただけると嬉しいです。よろ
しくお願いします。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
船
舶
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
夢

猪亦　祥吾さん

Ｓ
ｈ
ｏ
ｇ
ｏ
　
Ｉｎ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ａ

いのまたしょうご● 18 歳・東舘在住

メッセージ

from結婚支援室（53）

message

No.56

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

「体験型婚活パーティー」part １
日時　11 月 24 日（土）16：00 ～ 20：30
会場　なかがわ水遊園
内容　ナイトアクアリウムで非日常体験
募集　20 歳から 45 歳の独身者　男女各 15 名

詳しくは町ホームページまたは結婚支援
室まで。
ＴＥＬ０２４７－４６－４８８４

●町への要望はありますか？

八溝山周辺地域定住自立圏推進協議会主催

　

矢
祭
町
出
会
い
ア
ド
バ
ー
ザ
ー
と
し

て
日
々
活
動
す
る
片
野
エ
イ
子
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
詩
を
紹
介
し
ま
す
。

　

【
～
お
し
鳥
～
】

　

仲
が
良
く
て
い
つ
も
一
緒　

　

（
私
た
ち
夫
婦
の
よ
う
？
）

　

買
い
物
に
行
く
時

　

私
は
サ
イ
フ
持
ち

　

旦
那
さ
ん
は
荷
物
持
ち

　

だ
か
ら
一
緒
な
の
で
す

　

夫
婦
は
支
え
た
り　

支
え
ら
れ

　

た
り
励
ま
し
合
う

　

「
あ
り
が
と
う
」
そ
の
一
言
が
私

　

は
大
好
き
で
す

　

こ
れ
か
ら
も
一
生
（
一
升
）

　

共
に
ハ
ッ
ピ
ー
で
…　

何
気
な
い
日
々
の
生
活
の
中
に
、
夫
婦

の
あ
ふ
れ
る
幸
せ
を
感
じ
る
暖
か
い
詩

を
寄
せ
て
く
れ
た
片
野
エ
イ
子
さ
ん
に

『
夫
婦
円
満
』
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

し
た
。

　
「
ど
ん
な
時
で
も
笑
顔
や
会
話
を
絶

や
さ
ず
、家
族
を
大
事
し
て
き
ま
し
た
。

頼
れ
る
夫
が
い
つ
も
そ
ば
に
い
る
、
家

族
に
支
え
ら
れ
て
い
る
安
心
感
に
感
謝

を
し
て
い
る
。」

　

ま
た
、
片
野
家
の
家
族
の
お
茶
請
け

に
は
『
イ
ン
ゲ
ン
の
佃
煮
』
な
ど
エ
イ

子
さ
ん
手
作
り
の
常
備
菜
が
並
ぶ
そ
う

で
す
。
家
族
に
感
謝
し
家
族
を
想
い
、

手
を
休
め
な
い
姿
が
夫
婦
円
満
の
秘
訣

な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

最
後
に
「
一
人
で
は
な
い
誰
か
が
そ
ば

に
い
る
人
生
。
結
婚
っ
て
い
い
も
の
で

す
よ
」
と
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

次は菊池拓弥さん（内川）の予定です。
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矢
祭
民
謡
愛
好
会
で
会
長
を
務

め
て
い
る
東
舘
在
住
の
田
中
千
代

子
さ
ん
。
平
成
元
年
３
月
に
会
が

発
足
し
て
か
ら
30
年
会
長
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

同
会
は
、
矢
祭
町
中
央
公
民
館

で
毎
月
火
曜
日
（
第
１
・
２
・
４
）

の
午
後
７
時
〜
午
後
９
時
ま
で
練

習
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
に
持

ち
歌
が
あ
り
、
み
ん
な
で
覚
え
る

た
め
に
一
人
の
持
ち
歌
を
ま
ず
は

全
員
で
一
度
歌
い
、
そ
の
後
個
別

に
歌
っ
て
も
ら
っ
た
後
、
部
分
的

に
先
生
に
指
導
し
て
も
ら
う
と
い

う
の
が
練
習
の
流
れ
で
す
。ま
た
、

文
化
祭
や
敬
老
会
、
施
設
慰
問
な

ど
年
間
５
〜
６
回
程
度
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
表
で
き
る
場
が
あ

る
そ
う
で
す
。

　

田
中
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
と

「
歌
っ
て
い
る
と
ボ
ケ
な
い
し
、

大
き
な
声
で
歌
う
と
ス
ト
レ
ス
も

発
散
で
き
て
元
気
に
な
る
ん
で

す
。
こ
こ
に
来
て
歌
う
と
嫌
な
こ

と
を
忘
れ
ら
れ
ま
す
し
、
み
ん
な

と
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
も
で
き
る

良
い
場
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
。」

と
話
し
ま
す
。

　

続
け
て
、「
こ
こ
の
仲
間
は
家

族
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
会

員
は
随
時
募
集
し
て
お
り
、
新
た

に
入
っ
た
方
で
も
す
ぐ
に
馴
染
め

る
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
来
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。」
と
楽
し
み
を
共

有
で
き
る
仲
間
が
増
え
た
ら
と
呼

び
か
け
ま
す
。

　

最
後
に
田
中
さ
ん
は
、「
こ
の

会
は
み
ん
な
で
一
緒
に
、
生
涯
継

続
さ
せ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
民
謡
人
口
も
減
っ
て
き
て

は
い
ま
す
が
、
な
ん
と
か
明
る
い

未
来
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
で
す
ね
。」
と
こ
れ
か
ら
の
民

謡
界
の
発
展
を
願
い
な
が
ら
、
素

敵
な
歌
声
を
響
か
せ
ま
す
。

田中さんとともに民謡を楽しむ仲間と民謡（歌）の先
生である加藤さん。（前列左）

大
き
な
声
で
歌
う
と

ス
ト
レ
ス
も
発
散
で
き
て
元
気
に
な
る

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.56 －

田
中
千
代
子
さ
ん

PROFILE
【たなかちよこ】　81歳。東舘在住。平成
22年に民謡の日本一を決める「相馬流れ
山全国大会」で優勝。趣味は民謡、野菜作
り・加工。



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

矢祭小学校鼓笛隊とともにパレードを展開

　１０月１４日（日）、ユーパル矢祭において矢祭
フラダンスチーム「レイアロハ」１０周年記念公演
が行われました。『私たちはいつも笑顔を忘れず踊
ります』を合言葉に、第１部・３部では華麗なフラ
ダンスを１５曲、第２部ではウクレレ世界一のカウ
ア・ニシマキさんの生演奏なども披露されました。

ふるさと納税を町長に手渡す藤井院長

　１０月５日（金）、矢祭町防犯協会東舘支部・石
井支部・矢祭支部の合同による防犯パレードが実施
されました。パレードは、矢祭中学校から矢祭小学
校までのルートで行われ、矢祭小学校鼓笛隊の演奏
とともに町、防犯協会三支部、棚倉警察署関係者が
防犯意識の向上を呼びかけました。

華麗なフラダンスを披露するレイアロハのみなさん

　１０月１２日（金）、常陸太田市にある藤井病院
の藤井俊宥院長（戸塚出身）ご家族及び藤井病院八
木沢進一事務長より、通算１０回目となる多額のふ
るさと納税をいただきました。藤井院長は、「ふる
さとのために少しでも恩返しができれば幸いです。」
と挨拶し、町長に総額２８０万円を寄託しました。

「みんなでつくろう安心の街」をスローガンに
▶防犯協会三支部合同防犯パレード

『とどけ笑顔』を合言葉に
▶矢祭フラダンスチームレイアロハ１０周年記念

通算１０回目となる多額の納税に感謝
▶ふるさと納税受納式

通常点検を受ける消防団員

６年生による「USA」のダンス

　１０月２０日（土）、矢祭小学校体育館において、
矢祭小学校学習発表会が開催されました。１年生に
よる開会の言葉で始まり、歌や合奏、劇など全児童
がこれまでに学習・練習してきた成果を、会場に訪
れた保護者の方や来賓の方等に精一杯披露しまし
た。

日頃の学習・練習の成果を堂々と発表
▶矢祭小学校学習発表会

地域の安全・安心のために
▶平成３０年度矢祭町消防団秋季検閲

　１０月２１日（日）、平成３０年度矢祭町消防団
秋季検閲が矢祭中学校校庭において挙行されまし
た。全４分団１７班及び役場消防隊が山村開発セン
ター駐車場から矢祭中学校までを行進し、全団員に
よる観閲、通常点検などを行ったのち部隊を解散し
ました。

長年の町教育委員としての功績により
▶文部科学大臣表彰受賞報告

講演に訪れた前川喜平さん

受賞報告に訪れた片野さん

　１０月１５日（月）、町教育委員（４期１３年）
の片野宗和さんが来庁し、１０月１２日に文部科学
省において、長年にわたり地方教育行政の充実発展
に尽力され、顕著な功績を挙げたとして、地方教育
行政功労者文部科学大臣表彰を受賞したことを古張
町長へ報告しました。

　１０月１７日（水）、ユーパル矢祭で元文部科学
事務次官の前川喜平さんを招き、「前川喜平大いに
語る」と題した矢祭町主催講演会が開催されました。
会場には町内外から多くの方が訪れ、前川さんのこ
れまでの経験や豊富な知識を交えた講演を聞こうと
熱心に耳を傾けました。

元文科事務次官『前川喜平』大いに語る
▶矢祭町主催講演会

2021
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第５回定例会
9月10日～14日

平
成
29
年
度
全
会
計
決
算
を
認
定
！

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が

行
わ
れ
、
続
い
て
会
計
管
理
者
、
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
、
鈴
木
邦
美
代
表
監
査
委
員
か
ら
決
算
審
査
意

見
書
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
長
発
議
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
が
提
案
さ
れ
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
２
日
目
は
一
般
質
問
で
議
員
７
名
が
登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
日
目
は
議
案
調
査
の
た

め
休
会
。
４
日
目
は
決
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
及
び
７
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
決
算
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
５
日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
及
び
７
特
別
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
、

平
成
29
年
度
水
道
事
業
会
計
の
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
が
可
決
及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
１
件
、
平
成
30
年

度
各
会
計
補
正
予
算
８
件
が
提
案
さ
れ
原
案
通
り
可
決
し
、
人
事
案
件
１
件
に
つ
い
て
は
推
薦
適
当
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
決
算
審
査
に
つ

い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
２
３
３

条
第
２
項
及
び
同
法
第
２
４
１

条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
、
町

長
よ
り
審
査
に
付
さ
れ
た
平
成

29
年
度
矢
祭
町
一
般
会
計
外
７

特
別
会
計
の
決
算
並
び
に
諸
帳

簿
、
証
書
類
及
び
各
基
金
の
運

用
状
況
に
つ
い
て
、
鈴
木
邦
美
、

緑
川
裕
之
監
査
委
員
が
、
去
る

８
月
６
日
、
８
日
〜
10
日
の
４
日

間
に
わ
た
り
、
決
算
資
料
あ
る

い
は
毎
月
行
っ
て
い
る
例
月
出
納

検
査
の
資
料
を
参
考
に
、
ま
た

必
要
に
応
じ
て
は
関
係
者
の
説

明
を
受
け
る
な
ど
慎
重
に
審
査

を
し
た
と
こ
ろ
、
各
会
計
と
も
計

数
等
に
誤
り
は
な
く
、
正
確
に

処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
本
決
算
は
、
適
正

な
る
も
の
と
認
め
ま
し
た
。

　

基
金
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
に
従
っ
て
適
切
に
且

つ
効
率
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る

も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
去
る
７
月
23
日
、
地

方
公
営
企
業
法
第
30
条
第
２
項

の
規
定
に
よ
り
、
町
長
よ
り
審

査
に
付
さ
れ
た
平
成
29
年
度
矢

祭
町
水
道
事
業
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
、
決
算
報
告
書
、
財
務

諸
表
、
事
業
報
告
書
、
付
属
書

類
あ
る
い
は
毎
月
行
っ
て
い
る

例
月
出
納
検
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
は
関

係
者
の
説
明
を
受
け
る
な
ど
慎

重
に
審
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
計

数
等
は
正
確
で
あ
り
、
事
業
の

経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
が
適

正
に
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
決
算
額
は
48
億
４
，

６
８
８
万
２
，
９
９
６
円
と

な
り
、
予
算
現
額
に
対
し

て
１
億
１
，
５
４
３
万
４
，

０
０
４
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
歳
出
決
算
額
は
43
億
５
，

９
２
１
万
６
，
０
３
５
円
と

な
り
、
予
算
現
額
に
対
し
て

６
億
３
１
０
万
９
６
５
円
の
不

用
額
が
生
じ
、
こ
の
内
１
億
７
，

４
３
９
万
円
が
繰
越
明
許
費
と

な
っ
て
お
り
、
実
質
的
な
不
用

額
は
４
億
２
，
８
７
１
万
９
６
５

円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
自
主
財
源
の

町
税
は
平
成
29
年
度
末
現
在
に

お
い
て
８
，
６
６
９
万
４
２
８

円
の
収
入
未
済
額
（
滞
納
額
）

が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度

と
比
較
す
る
と
収
納
率
は
１
・

６
％
上
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、

徴
収
体
制
の
新
た
な
見
直
し
も

考
慮
し
な
が
ら
、
初
期
段
階
で

の
迅
速
な
対
応
な
ど
積
極
的
に

行
う
な
ど
し
て
新
た
な
未
収
金

の
発
生
を
防
ぎ
、
早
急
に
実
効

性
の
あ
る
体
制
に
強
化
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

収
支
の
状
況
は
、
平
成
29
年

度
の
実
質
収
支
額
は
４
億
４
，

０
０
４
万
５
千
円
で
前
年
度
の

実
質
収
支
額
を
差
し
引
き
ま
す

と
単
年
度
収
支
額
は
２
億
５
，

８
３
９
万
５
千
円
と
な
り
、
こ

れ
に
基
金
積
立
金
と
繰
上
償

還
金
を
合
わ
せ
た
５
億
１
，

０
８
９
万
３
千
円
を
加
え
、

基
金
取
り
崩
し
額
３
億
６
，

２
２
４
万
８
千
円
を
差
し
引
き

ま
す
と
平
成
29
年
度
の
実
質
単

年
度
収
支
額
は
４
億
７
０
４
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

　

財
政
調
整
積
立
金
の
平
成

29
年
度
の
積
立
額
は
１
億
５
，

０
５
２
万
１
，
０
７
９
円
、
取

り
崩
し
額
は
な
い
の
で
、
平
成

29
年
度
末
現
在
高
は
21
億
２
，

６
８
０
万
４
，
７
７
２
円
と
な

り
ま
す
。

　

町
債
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
度
発
行
額
は
８
億
１
，

９
０
６
万
１
千
円
で
償
還
額

が
６
億
５
，
８
６
１
万
７
千

円
で
50
億
６
８
８
万
７
千
円

と
な
り
、
前
年
度
末
よ
り
も

１
億
６
，
０
４
４
万
４
千
円
の

増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は

国
保
税
の
収
入
未
済
額
（
滞

納
額
）
が
、
昨
年
度
よ
り
１
，

０
０
４
万
８
，
５
７
０
円
減

額
と
な
り
９
，
４
８
９
万
１
，

６
６
１
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
国
保
事
業
の
円
滑
な
運
営

を
図
る
上
か
ら
も
、
未
収
入
額

の
徴
収
に
は
、
な
お
、
一
層
の

努
力
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。そ
の
外
６
特
別
会
計
は
、

一
部
の
会
計
に
お
い
て
、
収
入

未
済
額
（
滞
納
額
）
が
生
じ
て

お
り
、
徴
収
に
一
層
の
努
力
を

望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
剰
余
金
が
生
じ
て
決

算
を
了
し
、
関
係
諸
帳
簿
・
証

書
類
等
の
整
理
・
保
管
に
つ
い

て
は
良
好
な
状
態
に
あ
り
ま

す
。
基
金
に
つ
い
て
は
目
的
に

従
い
、
確
実
か
つ
効
率
的
に
運

用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

法
律
に
基
づ
き
市
町
村
で

は
、
毎
年
度
決
算
の
た
び
４
つ

の
健
全
化
判
断
比
率
の
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
町

の
決
算
で
は
、
実
質
、連
結
実

質
赤
字
比
率
と
も
に
黒
字
で
赤

字
額
は
発
生
し
ま
せ
ん
。　
　

　

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負

担
比
率
は
健
全
化
判
断
基
準
を

大
き
く
下
回
り
良
好
な
財
政
の

健
全
化
が
図
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
29
年
度
矢
祭
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
審
査
に
つ
い
て
も
適
正

に
作
成
さ
れ
て
お
り
意
見
書
を

提
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

営
業
収
益
は
７
，
１
８
７
万

２
，
４
３
０
円
で
、
営
業
費
用

が
１
億
９
０
８
万
５
，
７
６
１

円
と
な
り
、
営
業
面
に
お
い
て

は
３
，
７
２
１
万
３
、
３
３
１

円
の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
営
業
外
収
益
で
一

般
会
計
補
助
金
、
長
期
前
受

金
戻
入
、
雑
収
入
の
合
計
７
、

１
３
７
万
６
，
５
７
８
円
を

加
え
、
支
払
利
息
及
び
企
業

債
取
扱
諸
費
等
８
６
３
万
１
，

９
９
３
円
を
差
し
引
く
と
、
２
，

５
５
３
万
１
，
２
５
４
円
の
経

常
利
益
と
な
っ
て
お
り
、
当
年

度
純
利
益
も
同
額
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

水
道
使
用
料
の
未
収
金
（
滞

納
額
）
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

と
比
較
し
１
１
６
万
１
４
円
の

減
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
同

様
、
努
力
さ
れ
た
こ
と
が
伺
え

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
公

平
性
及
び
受
益
者
負
担
の
原
則

の
観
点
、
ま
た
、
水
道
事
業
の

中
で
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
未
収
金
（
滞
納
額
）
の

回
収
に
は
、
更
な
る
努
力
を
お

願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

企
業
債
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
度
末
残
高
は
５
億
６
，
６

３
６
万
８
，
９
４
６
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
本
来
の
目
的
で
あ
り

ま
す
公
共
の
福
祉
の
増
進
を
推

進
す
る
た
め
、
中
長
期
的
か
つ

経
営
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
業

務
運
営
の
推
進
を
図
り
経
営
改

善
に
資
す
る
よ
う
な
お
一
層
の

努
力
を
要
望
し
報
告
と
い
た
し

ま
す
。（
要
旨
）

矢
祭
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　

鈴　

木　

邦　

美

矢
祭
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　

緑　

川　

裕　

之

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
（
認
定

第
１
号
）

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
（
認
定
第
２
号
）

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
（
認
定
第
３
号
）

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
（
認
定
第
４
号
）

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
（
認
定
第
５

号
）

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
（
認
定
第
６
号
）

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
（
認
定
第
７
号
）

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
（
認
定
第
８
号
）

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
の
剰
余
金
の
処
分
及
び

決
算
認
定
（
認
定
第
９
号
）

　

認
定
第
１
号
か
ら
認
定
第
８

号
は
、
去
る
８
月
６
日
、
８
日

〜
10
日
の
４
日
間
、
認
定
第
９

号
は
、
７
月
23
日
に
監
査
委
員

2223

財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
良
好

特

別

会

計

一

般

会

計

決

算

認

定

報　
　
　

告

水
道
事
業
会
計



齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
63
号
）

　

平
成
29
年
度
繰
越
金
の
確
定

に
よ
る
補
正
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
64
号
）

　

平
成
29
年
度
繰
越
金
の
確
定

に
よ
る
補
正
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
65

号
）

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お

い
て
は
公
有
建
物
災
害
共
済
金

の
増
、
送
水
ポ
ン
プ
修
繕
費
、

舟
見
加
圧
ポ
ン
プ
場
流
量
計
修

繕
費
、茗
荷
ろ
過
池
掻
き
取
り
、

補
砂
作
業
手
数
料
の
増
、
資
本

的
収
入
及
び
支
出
に
お
い
て

は
、
建
設
改
良
費
に
対
す
る
企

業
債
、
国
道
３
４
９
号
改
良
工

事
に
伴
う
配
水
管
布
設
替
え
工

事
に
対
す
る
補
償
費
の
増
が
補

正
の
主
な
内
容
で
す
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
（
諮
問
第
１
号
）

　

福
島
法
務
局
長
よ
り
、
人
権

擁
護
委
員
の
推
薦
依
頼
が
あ
っ

た
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
法
第

６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
議

会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

全
会
一
致
で
、
推
薦
す
る
こ

と
が
適
任
と
さ
れ
ま
し
た
。

◎
新
日
本
婦
人
の
会
福
島
県
本

部
会
長　

井
上 

裕
子
様
よ
り

次
の
３
件
の
陳
情
が
あ
り
ま
し

た
。

○
学
校
給
食
費
の
無
料
化
を
求

め
る
陳
情

○
県
に
対
し
「
学
校
給
食
費
の

無
料
化
を
求
め
る
意
見
書
」
提

出
に
つ
い
て
の
陳
情

○
国
に
対
し
「
学
校
給
食
費
の

無
料
化
を
求
め
る
意
見
書
」
提

出
に
つ
い
て
の
陳
情

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
56
号
）

　

障
が
い
者
自
立
支
援
宿
泊
型

自
立
訓
練
事
業
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
ふ
る
さ
と
ラ
ン
ド
の
ハ
ウ

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
舘
山
展
望

台
照
明
設
備
工
事
、
ス
イ
ン
ピ

ア
矢
祭
25
ｍ
プ
ー
ル
の
ろ
過
機

修
繕
に
伴
う
増
が
主
な
補
正
の

内
容
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
議
案
第
57
号
）

　

既
定
予
算
総
額
の
補
正
は
な

く
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
別
替

え
に
伴
う
科
目
間
補
正
が
主
な

内
容
で
す
。

◎
矢
祭
町
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
（
議
案
第
55
号
）

　

中
石
井
字
御
殿
川
原
地
内
に

建
設
し
た
矢
祭
町
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
の
管
理
者
と
し
て
、
地

方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
第

３
項
及
び
矢
祭
町
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
き

等
に
関
す
る
条
例
第
３
条
に
基

づ
き
、
社
会
福
祉
法
人
「
矢
祭

福
祉
会
」
を
指
定
し
た
く
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

2425

の
審
査
に
付
し
ま
し
た
の
で
、

監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
議

会
の
認
定
に
付
す
る
も
の
で
す
。

第
４
回
臨
時
会

補

正

予

算

そ

の

他

人

事

案

件

陳　
　
　

情

　

平
成
30
年
第
４
回
臨
時
議
会
は
、
７
月
25
日
午
前
10
時
に
招
集
さ

れ
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、
補
正
予
算
２
件
の
合

計
３
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
平
成
29
年
度
矢
祭
町
財
政
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
に
つ
い
て（
報
告
第
２
号
）

　

自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未
然

に
防
ぐ
と
と
も
に
、
悪
化
し
た

団
体
に
対
し
て
早
期
に
健
全
を

促
す
た
め
、
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
健
全
化
判
断
比
率
と

し
て
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比

率
及
び
将
来
負
担
比
率
の
４
つ

の
指
標
と
公
営
企
業
会
計
の
資

金
不
足
比
率
が
平
成
19
年
度
決

算
よ
り
議
会
へ
の
報
告
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
同
法

第
３
条
第
１
項
及
び
同
法
第
22

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
監
査

委
員
の
意
見
を
付
し
て
議
会
に

報
告
す
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
58
号
）

　

歳
入
に
お
い
て
は
地
方
特
例

交
付
金
の
確
定
、
県
支
出
金
の

増
額
、
平
成
29
年
度
繰
越
金
の

確
定
に
よ
る
増
額
、
財
政
調
整

基
金
繰
入
金
の
減
額
、
歳
出
に

お
い
て
は
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
設
備
修

繕
工
事
、
財
政
調
整
積
立
金
、

国
道
３
４
９
号
改
良
工
事
に
伴

う
光
フ
ァ
イ
バ
ー
移
設
工
事
、

農
業
集
落
排
水
処
理
事
業
特
別

会
計
操
出
金
、
商
工
費
に
お
け

る
物
件
移
転
補
償
費
に
伴
う
補

正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
59
号
）

　

歳
入
に
お
い
て
は
県
支
出

金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
の
増
減
、

歳
出
に
お
い
て
は
総
務
費
、
諸

出
金
の
増
減
に
よ
る
補
正
が
主

な
内
容
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
60
号
）

　

平
成
29
年
度
繰
越
金
の
確
定

に
よ
る
補
正
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
61
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
平
成
29
年
度

繰
入
金
、
繰
越
金
の
増
減
、
歳

出
に
お
け
る
維
持
費
の
増
に
よ

る
補
正
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
62
号
）

　

支
払
基
金
交
付
金
の
増
額
、

平
成
29
年
度
繰
越
金
の
確
定
に

よ
る
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
30
年
度
矢
祭
町
後
期
高

報　

　

告

補

正

予

算

会　　計　　名 歳 入 額 歳 出 額

一　 般　 会　 計 4,846,882,996 4,359,216,035

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 810,955,909 753,496,480

工 場 団 地 造 成 事 業 3,163,533 2,687,042

宅 地 造 成 事 業 2,443,569 1,625,803

農業集落排水処理事業 28,646,230 28,506,721

介 護 保 険 589,160,572 510,731,960

後期高齢者医療保険 140,409,984 136,543,010

霊 園 事 業 1,829,571 864,740

水道事業会計

（収益的収支） 148,923,138 121,482,626

（資本的収支） 137,033,000 165,762,631

平成２９年度 会計別決算状況
（単位：円）

　 基 金 名 　 平成29年度末現在高

矢 祭 町 土 地 開 発 基 金 99,873,236

矢祭町ふるさと水と土保全基金 10,391,800

矢 祭 町 福 祉 基 金 464,468,644

矢 祭 町 減 債 基 金 168,676,673

矢祭町21・ふるさと人づくり基金 99,637,966

矢祭町ふるさとづくり基金 15,779,789

矢祭町地域産業振興基金 300,208,068

矢 祭 町 地 域 振 興 基 金 63,848

矢 祭 町 学 校 基 金 15,540,304

矢 祭 町 高 田 基 金 103,508,093

矢祭もったいない図書館基金 1,138,084

矢 祭 町 復 興 基 金 0

矢 祭 町 財 政 調 整 基 金 2,126,804,772

国民健康保険給付費支払準備基金 3,491,665

矢祭町介護給付費準備基金 10,000,000

矢祭町霊園管理運営基金 245,057

合　　　　　計 3,419,827,999

平成30年度各会計別予算補正状況（９月第５回定例会）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （単位：千円）　

会　　計　　名 既定額 補正額 予算総額

一 　 般 　 会 　 計 4,601,404 274,348 4,875,752

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険 690,065 13,484 703,549

工 場 団 地 造 成 事 業 1,092 126 1,218

農業集落排水処理事業 28,800 2,174 30,974

介 護 保 険 521,174 67,149 588,323

後期高齢者医療保険 141,161 2,965 144,126

霊 園 事 業 500 802 1,302

水道事業

収益的収入 146,003 1,219 147,222

収益的支出 137,827 5,798 143,625

資本的収入 150,392 25,000 175,392

資本的支出 172,965 30,000 202,965

平成30年度一般会計予算補正状況（第４回定例会）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（単位：千円）

会　　計　　名 既定額 補正額 予算総額

一　 般　 会　 計 4,600,466 938 4,601,404

介護保険特別会計 521,174 0 521,174

平成２９年度 基金別決算状況
（単位：円）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

　
　

菊

池

章

文

氏



育
に
新
聞
の
特
性
を
活
用
し
、
今

を
取
り
入
れ
る
教
育
と
し
て
創
意

工
夫
に
満
ち
た
教
育
が
行
っ
て
い

け
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

県
の
義
務
教
育
担
当
者
は
、

今
後
新
聞
を
読
む
よ
う
啓
発
を

し
て
い
く
指
導
を
す
る
と
言
っ
て

い
る
が
、
本
町
の
考
え
を
尋
ね
る
。

答　

教
育
課
長

　

特
に
新
聞
を
活
用
し
た
学
習

等
を
学
校
等
に
位
置
付
け
て
は

い
な
い
が
、
中
学
校
で
は
新
聞

を
教
材
と
し
て
活
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
小
学
校
で
は
子
供

向
け
の
新
聞
を
２
紙
購
読
し
、

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
と
と
も
に
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
て

い
る
。
指
定
校
と
同
じ
よ
う
な

内
容
で
、
現
在
、
中
学
校
で
は

新
聞
を
活
用
し
た
授
業
を
行

な
っ
て
い
る
。

問　

住
民
の
避
難
手
順
を
定
め

た
地
方
自
治
体
の
行
動
計
画
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
が
必
要
と

思
う
が
、
本
町
の
計
画
を
尋
ね

る
。

答　

町
民
福
祉
課
長

　

現
在
、
矢
祭
町
地
域
防
災
計

画
が
あ
り
、滝
ノ
沢
の
水
位
計
・

地
域
情
報
・
福
島
県
河
川
流
域

総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
で
管
理
さ

れ
て
い
る
。
久
慈
川
の
特
異
性

が
あ
り
、
滝
ノ
沢
側
に
は
堤
防

が
な
い
た
め
、
前
回
の
見
直
し

の
際
に
水
位
の
判
断
基
準
が
下

が
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

県
で
は
こ
の
水
位
の
判
断
基
準

の
見
直
し
作
業
に
入
る
よ
う
で

あ
る
た
め
、
そ
の
際
に
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
等
を
含
め
計
画
を
見
直

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

国
は
中
小
河
川
の
洪
水
対

策
と
し
て
簡
易
型
水
位
計
の
設

置
を
す
る
と
発
表
し
て
い
る

が
、
本
町
の
現
状
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

答　

町
民
福
祉
課
長

　

本
町
に
は
８
カ
所
の
簡
易
水

位
計
の
設
置
が
決
定
し
た
と
い

う
通
知
が
入
っ
て
い
る
。

問　

学
校
施
設
や
通
学
路
周
辺

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
点
検
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

答　

教
育
課
長

　

園
、
小
中
学
校
等
町
内
の
教

育
施
設
に
つ
い
て
点
検
を
行

い
、
全
施
設
と
も
に
施
設
内
に

倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
構
造
物
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

ま
た
、
施
設
内
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀

は
設
置
し
て
い
な
い
。

　

通
学
路
周
辺
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

に
つ
い
て
は
、
小
学
校
に
お
い

て
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
有
無

に
つ
い
て
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
設

置
と
利
用
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答　

事
業
課
長

　

今
年
度
中
に
空
き
家
バ
ン
ク

を
立
ち
上
げ
た
い
と
い
う
こ
と

で
準
備
を
進
め
て
い
る
。
年
内

を
目
途
に
運
用
開
始
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の

設
置
等
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答　

町
長

　

町
と
し
て
は
現
状
の
ま
ま
設

置
し
て
お
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
国
・
県
に
要
望
し
た
い
と
思

う
。

問　

農
業
活
性
化
の
６
次
産
業

化
の
戦
略
に
つ
い
て
本
町
の
考

え
を
尋
ね
る
。

答　

事
業
課
長

　

６
次
産
業
化
に
特
化
し
た
形

で
の
推
進
を
行
な
っ
て
い
る
と

い
う
状
況
に
は
な
い
。
新
商
品

の
開
発
・
試
験
販
売
と
い
っ
た

も
の
に
使
え
る
予
算
と
し
て
、

矢
祭
町
地
域
産
業
振
興
基
金
事

業
及
び
農
産
物
Ｐ
Ｒ
支
援
事
業

補
助
金
を
町
単
費
に
よ
り
措
置

し
て
お
り
、
利
用
の
呼
び
か
け

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
ふ
く
し

ま
・
地
域
産
業
６
次
化
推
進
協

議
会
に
参
画
し
て
お
り
、
取
り

組
ん
で
い
る
者
に
情
報
を
流
し

モ
デ
ル
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　

本
町
の
経
済
成
長
率
は
前

年
比
マ
イ
ナ
ス
26
・
７
％
と
発

表
し
て
い
た
が
、
そ
の
マ
イ
ナ

ス
要
因
を
尋
ね
る
。

答　

町
長

　

こ
れ
は
ま
さ
に
町
内
企
業
の

製
造
業
の
出
荷
不
振
が
最
大
の

原
因
で
あ
り
、
そ
の
原
因
は
為

替
相
場
で
あ
る
。

問　

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

事
業
課
長

　

前
年
度
か
ら
今
年
度
に
か
け

て
旧
小
学
校
校
舎
の
改
修
を
し

て
い
る
。
予
約
制
の
モ
デ
ル

ル
ー
ム
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
敷
地
内
に
熱
電
併
給
プ
ラ

ン
ト
の
導
入
を
図
っ
て
行
く
と

い
う
こ
と
で
設
置
の
方
が
ほ
ぼ

完
了
し
、
東
北
電
力
や
所
管
官

庁
と
の
調
整
を
行
な
っ
て
い
る

段
階
と
い
う
よ
う
な
回
答
だ
っ

た
。

問　

今
後
こ
の
プ
ラ
ン
ト
が
地

域
に
ど
の
様
な
貢
献
を
も
た
ら

す
の
か
そ
の
辺
に
つ
い
て
、
今

後
ど
う
い
っ
た
展
開
を
理
解
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

事
業
課
長

　

遊
休
資
産
の
活
用
に
つ
な
が

る
と
い
う
点
が
一
つ
で
、
も
う

一
つ
は
当
該
会
社
が
手
掛
け
る

熱
電
併
給
型
の
小
型
プ
ラ
ン
ト

は
現
在
、
農
水
省
及
び
経
産
省

の
方
で
も
研
究
会
を
組
ん
で
進

め
て
い
る
分
野
の
事
業
で
、
特

に
木
材
資
源
が
潤
沢
な
当
町
に

お
い
て
、
そ
れ
を
有
効
に
利
活

用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
事
業

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

問　

社
員
な
り
作
業
員
の
雇
用

が
発
生
す
る
見
込
み
が
あ
る
の

か
ど
う
か
。
熱
源
を
地
域
産
業

に
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
の

か
ど
う
か
、
具
体
的
な
貢
献
に

つ
い
て
ど
の
様
に
受
け
取
っ
て

い
る
の
か
。

答　

事
業
課
長

　

具
体
的
に
結
実
す
る
か
ど
う

か
は
確
約
・
確
信
は
持
て
な
い

が
、
地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と

い
う
可
能
性
と
し
て
小
型
熱
電

併
給
プ
ラ
ン
ト
に
着
目
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
農
業
利
用
、

温
水
利
用
、
熱
利
用
、
電
気
利

用
を
併
給
出
来
る
と
い
う
こ
と

か
ら
直
接
利
用
で
き
る
可
能
性

の
あ
る
施
設
と
い
う
も
の
は
潤

沢
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
直
接
の
雇
用
は
期

待
で
き
な
い
が
波
及
的
に
雇
用

を
生
ん
で
く
れ
れ
ば
、
ま
た
そ

の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

問　

買
い
物
支
援
事
業
の
現
状

と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
費

用
対
効
果
も
含
め
て
伺
う
。

答　

事
業
課
長

　

現
在
、
利
用
件
数
が
落
ち
込

ん
で
い
る
と
い
う
状
況
が
あ

る
。
商
工
会
の
関
係
者
が
中
心

と
な
り
現
在
協
議
を
し
て
お

り
、
買
物
弱
者
だ
け
で
は
な
く

幅
広
い
人
に
使
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
費
用
対
効
果
の
方
も
高

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
形
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

老
人
の
見
守
り
の
包
括
的

な
意
味
合
い
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
今
後
ど
う
い
う
ふ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

答　

事
業
課
長

　

現
在
は
見
回
り
の
方
が
充
実

し
た
上
に
、
な
お
買
い
物
の
要

請
が
あ
れ
ば
ヘ
ル
パ
ー
の
方
で

受
け
ら
れ
る
。
ま
ち
の
駅
で
委

託
を
受
け
た
も
の
を
社
会
福
祉

協
議
会
に
再
委
託
を
し
、
も
と

も
と
予
定
し
て
い
た
部
分
を
担

保
し
て
い
る
中
で
、
そ
の
負
担

を
出
来
る
だ
け
減
ら
し
、
更
に

は
商
店
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う

に
と
い
う
よ
う
な
側
面
を
考
え

て
い
こ
う
と
い
う
段
階
で
い
る
。

問　

町
の
対
策
と
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

事
業
課
長

　

町
内
の
耕
作
放
棄
地
が
約
３

４
４
町
歩
の
う
ち
、
約
２
１
８

町
歩
は
遊
休
化
し
て
か
ら
日
が

浅
く
、
こ
れ
ら
の
土
地
を
中
心

に
解
消
を
図
っ
て
行
く
べ
き
と

い
う
の
が
町
の
ス
タ
ン
ス
で
あ

る
。景
観
作
物
栽
培
奨
励
事
業
、

そ
ば
・
大
豆
生
産
奨
励
事
業
、

蒟
蒻
生
産
奨
励
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
加
え
て
国
の
耕
作
放

棄
地
対
策
事
業
も
使
え
る
部
分

に
充
て
て
い
く
と
い
う
形
で
進

め
て
い
る
。

問　

鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
い

か
が
か
。

答　

事
業
課
長

　

有
害
鳥
獣
対
策
専
門
員
に
よ

る
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
隊
に
よ
る
イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲
、
捕
獲
に
対
す
る
奨

励
、
電
気
柵
に
対
す
る
助
成
事

業
を
し
て
お
り
、
特
に
共
同
設

置
に
つ
い
て
は
上
限
な
し
で
２

分
の
１
を
助
成
し
て
い
る
。

問　

カ
ワ
ウ
・
シ
ラ
サ
ギ
等
、

害
を
な
す
動
物
に
対
し
て
町
の

考
え
を
伺
う
。

答　

町
長

　

国
・
県
と
折
衝
を
し
な
が
ら

こ
れ
の
駆
除
も
考
え
て
い
く
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問　

イ
ノ
シ
シ
の
体
を
切
り
分

け
が
出
来
る
よ
う
な
機
械
導
入

な
ど
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
鳥

獣
害
の
処
理
の
推
進
を
よ
り
良

い
方
向
に
進
め
て
い
く
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
そ
の
点
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

町
長

　

東
白
衛
生
組
合
と
し
て
機
械

の
導
入
も
検
討
課
題
に
な
る
と

思
う
が
、
高
額
な
機
械
に
な
る

問　

授
業
改
善
の
方
法
と
し
て

読
書
の
場
の
図
書
館
か
ら
学
び

の
場
と
し
て
の
活
用
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
教
育
施
策

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答　

教
育
課
長

　

学
校
図
書
館
は
多
様
な
機
能

を
有
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
読
書
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

機
能
は
勿
論
、
学
習
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
機
能
や
児
童
生
徒
の

情
報
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
情
報

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
も
有

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

本
町
の
対
策
を
尋
ね
る
。

答　

教
育
課
長

　

園
・
小
・
中
が
連
携
を
し
て

ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
の

日
を
設
定
し
、
広
報
に
努
め
た

こ
と
で
、
保
護
者
に
対
し
て
も

一
定
の
理
解
が
得
ら
れ
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。
小
中
学
校
と

し
て
も
再
度
、
保
護
者
の
協
力
・

理
解
の
も
と
、
ノ
ー
テ
レ
ビ
・

ノ
ー
ゲ
ー
ム
の
日
を
更
に
設
定

し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
保
護
者
に
対
し
て

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
全
体
会
等
で
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
の
研
修
会
を
開
催

し
、
理
解
を
深
め
て
頂
く
と
い

う
こ
と
も
行
な
っ
て
い
る
。
児

童
生
徒
に
対
し
て
は
授
業
の
中

で
ネ
ッ
ト
の
適
切
な
利
用
方
法

や
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
等
に
つ
い

て
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
。

問　

Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
重
要
性
の
評
価

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答　

教
育
課
長

　

知
識
基
盤
社
会
に
お
け
る
教
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９
月
定
例
会
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一
般
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問
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11
日
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、
７
議
員
が
登
壇
し
、

町
政
全
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行
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。
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と
住
民
負
担
が
発
生
す
る
。
そ

の
辺
の
兼
ね
合
い
も
検
討
し
な

が
ら
東
白
衛
生
組
合
と
し
て
今

後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
て
参

り
た
い
。

答　

事
業
課
長

　

機
械
の
導
入
を
含
め
イ
ノ
シ

シ
の
処
理
に
つ
い
て
は
東
白
川

４
町
村
で
組
織
し
て
い
る
広
域

協
議
会
の
中
で
話
題
と
し
て
出

て
い
る
。
単
純
に
機
械
導
入
で

す
べ
て
が
解
決
す
る
と
い
う
状

況
に
は
な
い
の
で
そ
の
辺
を
担

当
者
レ
ベ
ル
で
、
も
う
少
し
協

議
を
し
て
良
い
方
向
を
提
案
さ

せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問　

東
白
川
地
方
町
村
会
で
県

に
要
望
し
た
詳
細
な
内
容
と
結

果
を
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

６
月
４
日
に
地
域
医
療
の
充

実
及
び
医
師
の
確
保
に
つ
い

て
、
塙
厚
生
病
院
の
医
師
確
保

の
問
題
で
、
小
児
科
医
の
確

保
、
産
婦
人
科
の
維
持
・
存
続
、

人
工
透
析
診
療
に
対
す
る
常
勤

医
師
の
確
保
と
い
う
こ
と
で
県

立
医
大
と
県
保
健
福
祉
部
長
に

要
望
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
一

般
国
道
主
要
地
方
道
の
整
備
促

進
に
つ
い
て
の
要
望
活
動
で

国
道
１
１
８
号
、
２
８
９
号
、

３
４
９
号
の
整
備
促
進
を
土
木

部
長
に
要
望
し
て
い
る
。

問　

毎
年
、
前
進
が
み
ら
れ
て

い
る
の
か
ど
う
か
。

答　

町
長

　

医
師
に
つ
い
て
は
、
全
県
下

医
師
不
足
で
県
立
医
大
で
も
な

か
な
か
要
望
に
応
え
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

地
方
の
主
要
道
路
で
あ
る
国

県
道
は
毎
年
少
し
ず
つ
は
や
っ

て
い
る
。

問　

策
定
状
況
を
伺
い
た
い
。

答　

教
育
課
長

　

現
段
階
で
は
策
定
し
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。

問　

い
つ
ご
ろ
を
目
途
に
作
成

す
る
の
か
。

答　

教
育
課
長　

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

第
14
条
第
３
項
で
は
計
画
の
策

定
は
努
力
目
標
と
し
て
記
載
さ

れ
て
い
る
の
で
、
現
段
階
と
し

て
は
い
つ
ま
で
に
と
い
う
よ
う

な
計
画
は
持
っ
て
い
な
い
。

問　

現
状
と
素
案
的
な
考
え
が

あ
れ
ば
聞
き
た
い
。

答　

事
業
課
長　

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
を

も
と
に
現
在
原
案
を
作
成
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
原
案
策
定

終
了
次
第
、
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　

ゴ
ミ
問
題
に
対
す
る
認
識

と
考
え
を
伺
う
。

答　

町
民
福
祉
課
長

　

大
変
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
状
況
を
見
て
わ
か
る
。
モ

ラ
ル
の
低
下
以
外
に
考
え
ら
れ

る
も
の
は
な
い
。
自
己
管
理
が

大
変
重
要
で
あ
り
、
そ
う
い
う

こ
と
に
頼
る
し
か
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
モ
ラ
ル
を
高
め
て

い
く
、
住
民
の
方
に
周
知
を
し

て
い
く
と
い
う
方
法
し
か
な
い

と
思
わ
れ
る
。

問　

ゴ
ミ
監
視
員
制
度
を
町
民

に
周
知
し
、
情
報
収
集
に
努
め

て
ほ
し
い
が
。

答　

町
民
福
祉
課
長

　

広
報
等
に
よ
り
町
民
へ
の
周

知
は
行
っ
て
い
る
が
そ
の
辺
を
再

度
周
知
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

農
道
に
お
け
る
交
通
安
全

確
保
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

町
民
福
祉
課
長

　

警
察
署
に
確
認
し
た
が
、
農

道
の
規
制
は
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
農
道
に

は
設
計
速
度
が
な
い
。
看
板
等

の
設
置
に
は
、
地
域
住
民
か
ら

の
要
望
が
重
要
か
と
思
わ
れ
る
。

問　

国
道
１
１
８
号
山
野
井

カ
ー
ブ
歩
行
者
の
安
全
確
保
に

つ
い
て
、
現
在
は
ど
う
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

町
長

　

建
設
事
務
所
の
話
に
よ
る

と
、
現
在
、
測
量
中
で
あ
る
。

問　

土
地
買
収
の
方
も
進
ん
で

い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ

が
、
そ
れ
は
歩
道
整
備
の
方
な

の
か
。

答　

事
業
課
長

　

現
在
は
用
地
測
量
中
で
、
用

地
に
関
し
て
は
ま
だ
こ
れ
か
ら

で
あ
る
。
国
道
１
１
８
号
約
１

キ
ロ
の
区
間
に
つ
い
て
歩
道
を

整
備
す
る
た
め
の
工
事
と
い
う

こ
と
で
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問　

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
、
文
科
省
は
教
育
委
員
会

に
対
し
通
学
路
の
点
検
を
す
る

際
に
防
災
面
を
考
慮
す
る
よ
う

に
指
導
さ
れ
て
い
る
が
、
町
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

教
育
課
長

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
等
の
事

案
を
受
け
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し
を
す
る
よ
う
小

中
学
校
に
指
導
し
て
い
る
。
ま

た
、
事
案
の
情
報
等
を
得
た
場

合
は
、
小
中
学
校
に
対
し
、
教

育
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
小
中
学

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
マ
チ
コ
ミ

メ
ー
ル
等
を
利
用
し
て
文
書
に

よ
り
保
護
者
や
地
域
に
も
情
報

提
供
す
る
よ
う
注
意
喚
起
を
し

て
安
全
指
導
に
努
め
て
い
る
。

問　

旧
関
岡
小
学
校
の
プ
ー
ル

側
面
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
性

は
ど
う
な
の
か
伺
う
。

答　

自
立
総
務
課
長

　

つ
ぶ
さ
に
目
視
し
て
調
査
を

し
た
と
い
う
経
緯
は
な
い
。
質

問
頂
い
た
こ
と
を
基
に
調
査
を

し
て
い
き
た
い
。

問　

河
川
氾
濫
時
の
対
策
や
災

害
計
画
な
ど
を
作
り
、
現
在
、

砂
防
ダ
ム
、
堰
堤
、
農
業
・
災

害
用
た
め
池
の
状
況
確
認
や
点

検
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

事
業
課
長

　

そ
う
い
っ
た
観
点
で
の
砂
防

ダ
ム
の
数
等
々
の
方
は
管
理
す

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
出
来

て
い
な
い
。

問　

避
難
計
画
や
避
難
訓
練
等

を
支
援
す
る
よ
う
な
事
業
は
町

に
は
あ
る
の
か
ど
う
か
伺
う
。

答　

町
民
福
祉
課
長

　

避
難
訓
練
は
現
在
の
と
こ
ろ

実
施
の
予
定
は
立
っ
て
い
な
い
。

地
域
防
災
計
画
の
改
定
が
今
後

出
て
く
る
の
で
そ
の
時
に
あ
ら

た
め
て
検
討
し
て
参
り
た
い
。

問　

町
内
19
カ
所
に
設
置
さ
れ

て
い
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

を
現
在
の
ま
ま
設
置
可
能
に
す

る
の
か
、
撤
去
す
る
の
か
町
の

考
え
を
伺
う
。

答　

町
長

　

現
状
に
お
い
て
は
全
く
問
題

は
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
廃
炉
作

業
が
始
ま
る
と
ど
う
い
う
事
態

が
起
こ
る
か
予
想
が
つ
か
な

い
。
非
常
に
長
い
期
間
を
要
す

る
と
思
う
が
、
町
と
し
て
は
撤

去
に
反
対
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

が
進
ん
で
い
く
時
代
に
お
い

て
、
人
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る

と
思
う
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
活
性
化
す
る
た
め
の
考

え
を
伺
う
。

答　

自
立
総
務
課
長

　

人
づ
く
り
は
町
の
将
来
に

と
っ
て
最
重
要
課
題
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
生
活
全
般
が
便

利
に
な
っ
た
こ
と
で
、
地
域
内

で
の
活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も

同
時
に
希
薄
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
昔
か
ら
の

伝
統
を
受
け
継
ぎ
立
派
に
地
域

の
絆
を
深
め
て
い
る
地
域
も
多

く
あ
る
。
町
と
し
て
も
町
民
と

と
も
に
今
後
の
課
題
に
対
す
る

共
通
認
識
を
持
ち
、
自
助
・
共

助
・
公
助
の
役
割
を
見
直
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

問　

昔
か
ら
の
伝
統
行
事
が
あ

る
か
と
思
う
が
、
地
域
の
活
性
化

と
い
う
こ
と
で
役
場
職
員
も
積

極
的
に
地
域
の
行
事
に
参
加
す

る
と
い
う
、
そ
の
辺
に
つ
い
て
町

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

町
長

　

ポ
ン
プ
操
法
の
選
手
と
し
て

も
町
職
員
が
参
加
し
、
一
生
懸

命
町
の
事
務
事
業
を
や
り
な
が

ら
、
朝
早
く
或
い
は
夜
遅
く
、

消
防
団
活
動
を
し
た
こ
と
は
、

彼
ら
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
に

な
っ
て
残
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
彼
ら
が
、
一
般
町
民
と

一
緒
に
な
っ
て
こ
れ
か
ら
の
矢

祭
町
づ
く
り
を
し
、
リ
ー
ダ
ー

に
な
っ
て
立
派
に
役
割
を
果
た

し
て
く
れ
る
も
の
と
思
う
。
町

づ
く
り
は
や
は
り
人
づ
く
り
、

人
づ
く
り
は
教
育
か
ら
で
あ

る
。
矢
祭
町
が
元
気
で
、
そ
し

て
将
来
に
わ
た
っ
て
町
政
の
発

展
が
出
来
る
よ
う
町
職
員
も

し
っ
か
り
と
地
域
に
出
向
い
て

頂
き
頑
張
っ
て
も
ら
う
よ
う
督

励
し
て
参
る
。

問　

高
齢
者
が
末
永
く
達
者
で

い
て
も
ら
う
た
め
に
も
楽
し
い

老
人
ク
ラ
ブ
を
構
築
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
が
そ
の
辺

の
考
え
は
い
か
が
か
。

答　

町
長

　

町
と
し
て
も
色
々
助
言
・
支

援
は
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思

う
が
、
高
齢
者
自
ら
が
魅
力
あ

る
活
動
を
展
開
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社

会
の
一
つ
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う

な
そ
う
い
う
活
動
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　

結
婚
し
て
町
に
住
宅
取
得

し
よ
う
と
か
思
う
と
き
に
支
援

し
て
は
ど
う
か
。

答　

自
立
総
務
課
長

　

現
在
行
っ
て
い
る
支
援
策
と

し
て
は
、
結
婚
祝
い
金
支
給
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
婚
姻
時

と
婚
姻
３
年
目
に
10
万
円
の
合

計
20
万
円
を
支
給
し
て
い
る
。

ま
た
、
子
育
て
世
代
定
住
支
援

事
業
助
成
金
が
あ
り
、
結
婚
３

年
未
満
の
夫
婦
に
つ
い
て
も
子

育
て
世
帯
と
み
な
す
と
い
う
こ

と
か
ら
住
宅
の
新
築
に
際
し
町

内
在
住
者
１
坪
当
た
り
２
万

円
、
町
外
か
ら
の
転
入
者
は
１

坪
当
た
り
４
万
円
と
い
う
支
援

策
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中

古
住
宅
取
得
に
つ
い
て
も
助
成

を
行
っ
て
い
る
。

答　

事
業
課
長

　

定
住
支
援
事
業
の
上
限
に
つ

い
て
は
、
町
内
の
方
の
上
限
が

１
０
０
万
円
、
町
外
の
方
が

２
０
０
万
円
と
い
う
こ
と
で
50

坪
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

問　

５
つ
の
町
営
住
宅
の
入
居

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

事
業
課
長

　

現
在
、
５
住
宅
合
わ
せ
て
全

１
０
９
戸
あ
り
、
う
ち
、
88
戸

が
入
居
し
て
い
る
。

問　

退
居
し
た
方
の
内
、
町
営

住
宅
使
用
料
の
滞
納
者
は
い
る

の
か
ど
う
か
。
ま
た
、
退
居
す

る
際
に
あ
る
程
度
原
形
に
戻
し

て
退
居
す
る
の
か
ど
う
か
伺
う
。

答　

事
業
課
長

　

退
居
し
た
滞
納
者
も
い
る
状

況
で
、
特
に
３
件
ほ
ど
徴
収
困

難
な
状
況
が
あ
る
。

　

ま
た
、
退
居
の
立
ち
合
い
検

査
を
実
施
し
、
退
居
時
、
不
備

が
あ
れ
ば
直
す
よ
う
指
導
し
て

い
る
。

問　

21
戸
の
空
き
室
に
つ
い
て

広
報
と
か
は
や
っ
て
い
な
い
の

か
ど
う
か
。

答　

事
業
課
長

　

調
査
の
結
果
、
入
居
で
き
る
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で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
基
本
的
に
入
る
人
を
募
集

す
る
と
い
う
積
極
的
な
売
り
出

し
は
控
え
て
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
る
。

問　

町
は
給
食
費
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
が
、
滞
納
額
は
あ

る
の
か
伺
う
。

答　

教
育
課
長

　

保
護
者
の
理
解
や
各
学
校
の

先
生
方
の
ご
努
力
も
あ
り
、
毎

年
完
納
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
未
納
が
あ
っ
た
場
合
は
、

学
校
か
ら
の
督
促
を
毎
月
行
っ

て
頂
い
て
お
り
、
年
度
末
ま
で

に
は
必
ず
納
め
て
頂
く
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

問　

教
職
員
の
負
担
軽
減
、
特

に
部
活
動
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

教
育
課
長

　

県
教
育
委
員
会
の
教
職
員
多

忙
化
解
消
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
も
と
に
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
部

活
動
と
教
育
課
程
と
の
関
係
に

つ
い
て
も
町
校
長
会
と
連
携
を

図
り
、
近
隣
教
育
委
員
会
等
の

動
向
を
見
な
が
ら
対
応
を
検
討

し
て
参
り
た
い
。
ま
た
、
矢
祭

町
立
矢
祭
中
学
校
部
活
動
設
置

要
綱
を
制
定
し
、
来
年
度
よ
り

施
行
と
な
る
た
め
、
現
在
準
備

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
町
教

育
委
員
会
と
し
て
も
町
講
師
を

配
置
し
長
時
間
勤
務
の
改
善
を

図
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

問　

も
っ
た
い
な
い
図
書
館
の

閉
架
書
庫
に
あ
る
図
書
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
る
の
か
ど
う

か
伺
う
。

答　

教
育
課
長

　

閉
架
書
庫
の
図
書
が
全
く
利

用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
も
っ
た
い
な
い
図

書
館
で
は
毎
年
閉
架
書
庫
か
ら

開
架
書
庫
・
も
っ
た
い
な
い
文

庫
・
事
業
所
文
庫
等
へ
の
入
れ

替
え
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
昨
年
度
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
図
書
の

閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
閉
架
書
庫
に
所
蔵
し
て

い
る
図
書
に
つ
い
て
も
閲
覧
が

で
き
る
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。閲
覧
シ
ス
テ
ム
の
関
係
で
、

他
市
町
村
や
他
県
の
図
書
館
か

ら
貸
し
出
し
の
依
頼
も
あ
り
、

相
互
貸
出
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

貸
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

問　

近
年
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

教
育
課
長

　

こ
こ
数
年
は
利
用
さ
れ
る
方

が
少
な
く
、平
成
21
年
度
２
件
、

22
年
度
１
件
、
23
年
度
１
件
、

25
年
度
１
件
、
今
年
度
１
件
と

い
う
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

問　

身
元
調
書
で
保
証
人
を
付

け
る
が
、
垣
根
が
高
い
と
い
う

印
象
が
あ
る
。
借
り
や
す
く
す

る
た
め
に
こ
れ
を
な
く
す
こ
と

が
出
来
な
い
も
の
か
、
改
善
の

考
え
が
あ
る
か
ど
う
か
伺
う
。

答　

町
長

　

お
貸
し
し
て
い
る
の
は
税
金

の
一
部
で
あ
る
。
悪
意
で
返
済

し
な
い
人
は
い
な
い
と
思
う

が
、
お
貸
し
し
た
金
が
戻
っ
て

こ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
町
民
に
非
常
に
申
し
訳
な

い
話
で
あ
る
。
一
般
の
金
融
機

関
で
も
必
ず
保
証
人
は
付
け
て

い
る
。
こ
れ
を
撤
廃
す
る
と
い

う
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
問
題

だ
と
思
う
。

問　

収
入
未
済
の
徴
収
の
作

業
、
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

自
立
総
務
課
長

　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
へ
の
委
託
と
収
納
事
務

は
役
場
Ｏ
Ｂ
の
方
に
委
託
し
て

い
る
。
滞
納
整
理
班
は
、
正
職

員
の
全
員
体
制
に
よ
る
徴
収
と

い
う
こ
と
で
２
人
１
組
の
形
で

職
員
を
割
り
振
り
、
現
在
23
班

で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

29
年
度
の
徴
収
に
関
し
て
は
、

１
８
４
回
で
７
１
８
万
７
，

９
４
０
円
の
徴
収
額
と
な
っ
て

い
る
。
白
河
地
方
広
域
圏
の
滞

納
整
理
課
の
方
は
、
平
成
26
年

度
と
平
成
29
年
度
を
比
較
す
る

と
徴
収
金
額
ベ
ー
ス
で
５
倍
ほ

ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

問　

時
効
の
中
断
を
し
て
い
る

も
の
ま
で
含
め
て
白
河
地
方
広

域
圏
に
移
管
し
て
い
る
の
か
ど

う
か
。

答　

自
立
総
務
課
長

　

原
則
５
年
間
に
遡
っ
た
も
の

だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

問　

ふ
れ
あ
い
拠
点
事
業
補
助

で
物
品
配
達
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
る
が
、
そ
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

事
業
課
長

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
３
月
が

計
29
件
、
30
年
４
月
か
ら
８
月

現
時
点
で
は
４
件
と
な
っ
て
い

る
。

問　

利
用
数
に
つ
い
て
、
何
件

ぐ
ら
い
で
の
運
営
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

事
業
課
長

　

福
祉
部
門
と
そ
れ
以
外
の
利

用
と
に
分
け
て
考
え
る
必
要
が

あ
り
、
福
祉
部
門
に
つ
い
て
は

何
件
と
言
う
よ
り
も
必
要
と
思

わ
れ
る
方
が
き
ち
っ
と
利
用
で

き
る
こ
と
の
方
が
重
要
か
な
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
産
業

部
門
か
ら
商
工
振
興
の
側
面
も

含
め
て
、
福
祉
部
門
の
方
の
負

担
を
出
来
る
だ
け
減
ら
す
た
め

オ
プ
シ
ョ
ン
的
な
部
分
か
つ
商

店
に
と
っ
て
１
つ
の
販
売
促
進

の
選
択
肢
に
な
れ
ば
と
い
う
こ

と
で
、
現
在
議
論
し
て
頂
い
て

い
る
関
係
者
と
詰
め
て
い
き
た

い
。

問　

空
き
家
対
策
事
業
計
画
と

進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

事
業
課
長

　

空
き
家
対
策
事
業
を
統
括
す

る
よ
う
な
形
に
な
る
矢
祭
町
空

き
家
等
の
適
正
管
理
及
び
活
用

促
進
に
関
す
る
条
例
（
仮
称
）

を
策
定
し
、
総
合
的
な
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
具
体
的
な
対
策
計
画
と
し

て
、
矢
祭
町
空
き
家
対
策
計
画

を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
出
来

れ
ば
条
例
の
方
を
12
月
議
会
に

上
程
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問　

農
家
民
泊
事
業
、
人
を
招

く
大
き
な
期
待
が
あ
る
。
ど
の

よ
う
な
方
向
性
が
あ
る
の
か
、

動
い
て
い
る
の
か
、
そ
の
辺
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

答　

事
業
課
長

　

既
に
営
業
し
て
い
る
の
が
１

軒
、
内
川
地
区
で
現
在
開
設
に

向
け
た
手
続
き
を
進
め
て
い
る

の
が
５
〜
６
軒
あ
る
と
い
う
状

況
で
あ
る
。
昨
年
10
月
矢
祭
町

農
泊
推
進
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
振
興
公
社
と
Ｊ
Ａ
と
町
で

組
ん
で
、
国
の
農
山
漁
村
振
興

交
付
金
を
利
用
し
農
泊
を
推
進

す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

問　

国
道
３
４
９
号
下
関
工
区

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

事
業
課
長

　

県
の
方
へ
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
平
成
30
年
度
は
埋
蔵
文

化
財
及
び
本
調
査
を
実
施
し
、

試
掘
は
７
月
に
完
了
し
て
お
り
、

本
調
査
は
10
月
に
完
了
予
定

で
、
平
成
30
年
代
前
半
の
事
業

完
了
に
向
け
て
工
事
を
実
施
し

て
い
く
と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

問　

旧
下
関
小
学
校
再
利
用
計

画
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
独
楽
や

ま
つ
り
」
は
、
現
在
小
学
校
の

体
育
館
、
校
舎
の
方
の
改
築
も

進
ん
で
い
る
と
は
思
う
が
、
工

事
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答　

事
業
課
長

　

現
時
点
で
町
が
把
握
し
て
い

る
範
囲
で
は
、
モ
デ
ル
ル
ー
ム

の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
体
育
館
の
方

に
熱
電
併
給
プ
ラ
ン
ト
の
搬
入

は
ほ
ぼ
完
了
し
て
お
り
、
旧
校

舎
の
一
部
の
部
屋
を
モ
デ
ル

ル
ー
ム
及
び
事
務
所
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
改
修
し
て
い
る
。

問　

地
元
、
地
域
住
民
に
は
実

態
が
見
え
な
い
。
詳
細
等
が
わ

か
っ
た
ら
、
広
報
等
・
夕
刊
等

を
利
用
し
て
現
在
の
進
行
を
町

民
に
示
し
て
ほ
し
い
が
、
い
か

が
か
。

答　

事
業
課
長

　

町
か
ら
事
業
者
の
方
へ
事
業

計
画
に
つ
い
て
、
地
元
に
説
明

を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
申

し
出
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
相

手
方
も
地
元
へ
の
説
明
を
し
た

い
と
い
う
希
望
を
し
て
い
る
の

で
、
あ
る
程
度
形
に
な
れ
ば
説

明
会
を
開
く
と
い
う
よ
う
な
意

向
は
あ
る
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。

問　

追
分
馬
渡
戸
の
牧
野
問
題

も
一
つ
の
問
題
提
起
な
の
か
と

思
う
が
、
矢
祭
町
の
山
林
の
乱

開
発
を
阻
止
し
、
現
状
の
よ
う

に
保
全
し
て
い
く
必
要
が
多
々

あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
点
に
つ

い
て
町
の
考
え
を
伺
う
。

答　

町
長

　

山
頂
に
近
い
森
林
・
林
野
に

つ
い
て
は
、
水
源
涵
養
が
非
常

に
大
き
な
役
目
で
あ
ろ
う
と
思

う
。
町
と
し
て
は
乱
開
発
さ
れ

な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
見
つ

め
な
が
ら
、
権
限
の
あ
る
県
当

局
と
も
連
携
を
取
り
、
こ
れ
か

ら
の
推
移
を
見
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
出
来
る
限

り
現
状
の
自
然
保
護
を
維
持
し

な
が
ら
、
山
林
体
系
の
構
築
、

林
業
へ
の
関
与
等
を
大
事
に
し

て
参
り
た
い
。

問　

町
と
し
て
残
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
部
分
の
共
有
地
に
お
い

て
、
維
持
困
難
な
場
所
に
つ
い

て
の
減
免
措
置
や
軽
減
措
置
が

税
の
中
で
行
え
な
い
か
伺
う
。

答　

町
長

　

税
条
例
の
変
更
は
非
常
に
難

し
い
も
の
が
あ
る
。
議
会
の
同

意
を
得
な
け
れ
ば
方
向
性
も
決

め
ら
れ
な
い
。
将
来
に
渡
り
木

材
の
低
迷
が
続
く
の
か
ど
う
か

も
我
々
で
は
予
想
が
つ
か
な

い
。
少
し
時
間
を
か
け
て
検
討

す
る
問
題
か
と
思
う
。　

問　

当
時
の
組
合
員
数
を
確
保

で
き
な
い
、
少
人
数
で
広
大
な

面
積
の
共
有
地
を
維
持
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
な
る
と
難
し

い
の
で
は
。
減
免
で
き
る
よ
う

な
策
は
な
い
も
の
か
伺
う
。

答　

自
立
総
務
課
長

　

水
源
涵
養
機
能
保
全
と
い
う

目
的
で
、
保
安
林
の
指
定
を
受

け
ら
れ
れ
ば
非
課
税
と
な
る
。

た
だ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
条
件

も
伴
う
。
林
地
開
発
な
ど
の
開

発
行
為
、
経
済
行
為
も
制
限
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
極

め
て
限
定
的
と
な
る
。
質
問
の

趣
旨
に
か
な
う
も
の
で
は
な
い

の
か
な
と
思
う
。

問　

あ
る
程
度
制
約
は
受
け
る

が
共
有
地
の
関
係
者
の
皆
さ
ん

に
理
解
を
頂
け
れ
ば
、
取
り
組

ん
で
頂
き
現
状
の
山
林
の
姿
を

維
持
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
る

が
、そ
の
辺
に
つ
い
て
ど
う
か
。

答　

町
長

　

保
安
林
の
指
定
は
非
常
に
制

約
が
あ
る
。
砂
防
指
定
地
に
な

れ
ば
必
ず
保
安
林
の
指
定
に
は

な
る
が
、
砂
防
ダ
ム
を
作
る
の

に
県
が
断
念
し
て
い
る
場
所
が

何
カ
所
も
あ
る
。
そ
う
い
う
こ

と
も
考
え
な
が
ら
、
町
と
し
て

も
で
き
る
限
り
一
生
懸
命
努
力

し
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
頑

張
っ
て
頂
き
、
意
見
の
一
致
が

見
ら
れ
る
よ
う
な
方
向
性
を
見

出
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。

3031

答 問

答

問

質
問　

収
入
未
済
に
つ
い
て

質
問　

ふ
れ
あ
い
拠
点
事
業
補

助
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

質
問　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質
問　

農
家
民
泊
に
つ
い
て

藤田玄夫議員

土
木
・
一
般
行
政

質
問　

国
道
３
４
９
号
下
関
工

区
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質
問　

旧
下
関
小
学
校
再
利
用

計
画
に
つ
い
て

質
問　

矢
祭
町
の
自
然
保
護
に

つ
い
て

質
問　

大
学
入
学
一
時
金
貸
付
事

業
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

菊池淳之議員

質
問　

教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

質
問　

も
っ
た
い
な
い
図
書
館

の
閉
架
書
庫
に
つ
い
て

質
問　

給
食
費
に
つ
い
て

教
育
・
一
般
・
福
祉

　
　

住
宅
・
農
業
行
政

問 答

問答 問答

問答問答

問答問答

問答問答

問答問

答問答問

答問答問

答問答



◎
監
査
内
容

10
月
15
日
、
18
日

・
町
の
財
産
に
関
す
る
事
務
の

　

執
行

・
町
の
経
営
に
係
る
事
業
の
管

　

理
10
月
19
日

〈
工
事
現
場
進
捗
状
況
・
踏
査
〉

・
平
成
29
年
度
軽
費
老
人
ホ
ー

　

ム
新
築
工
事
（
継
続
事
業
）

・
平
成
30
年
度
福
祉
施
設
外
構

　

工
事

・
平
成
30
年
度
体
育
セ
ン
タ
ー

　

床
改
修
工
事

・
平
成
30
年
度
ユ
ー
パ
ル
矢
祭

　

空
調
機
修
繕
工
事

・
平
成
30
年
度
役
場
庁
舎
入
口

　

改
修
工
事

・
平
成
30
年
度
流
水
プ
ー
ル
起

　

流
取
替
工
事

・
平
成
30
年
度
中
茗
荷
地
内
茗

　

荷
用
水
路
補
修
工
事

・
水
道
基
幹
改
良
事
業
配
水
管

　

布
設
替
第
１
回
工
事

・
水
道
基
幹
改
良
事
業
配
水
管

　

布
設
替
第
２
回
工
事

・
防
火
水
槽
水
利
状
況
確
認

　

（
３
箇
所 

東
舘
字
山
野
井
地

　

内
外
）

10
月
24
日

〈
学
校
及
び
出
先
機
関
〉

・
矢
祭
中
学
校
、
保
健
福
祉
セ

　

ン
タ
ー
、
放
射
性
物
質
濃
度

　

検
査
所
、
米
の
全
袋
検
査
所

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
、10
月
15
日
、

18
日
、
19
日
、
24
日
の
４
日
間
、
鈴
木
邦
美
、
緑
川
裕
之
監
査
委
員

は
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
や
町
の
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理
、

工
事
内
容
と
進
捗
状
況
、
中
学
校
、
町
の
出
先
機
関
の
監
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
（
火
）、
郡
山
市
「
郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
」
に

お
い
て
、
県
内
の
町
村
議
会
議
員
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
議
員
全
員
が
参
加
し
、
東
京
大
学
法
学
部
・
法

学
政
治
学
研
究
科
教
授 

金
井
利
之
氏
の
「
地
方
議
会
の
あ
り

方
・
活
性
化
に
つ
い
て
」、
日
本
大
学
法
学
部
教
授 

岩
井
奉
信

氏
の
「
今
後
の
政
局
・
政
治
展
望
」
と
題
し
た
講
演
を
拝
聴
し

ま
し
た
。

3233

福
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

★ 

８
月

１
日　

圏
域
市
町
村
長
及
び
代

　
　
　

表
議
長
会
議
（
白
河
地

　
　
　

方
広
域
圏
会
議
室
）

２
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　

会
正
副
議
長
・
理
事
監

　
　
　

事
合
同
会
議
、
要
望
活

　
　
　

動
（
県
自
治
会
館
）

３
日　

第
１
回
３
支
部
合
同
防

　
　
　

犯
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　

（
体
育
セ
ン
タ
ー
）

６
日　

決
算
審
査(

役
場
第
１

　
　
　

会
議
室)

８
日　

平
成
30
年
第
３
回
白
河

　
　
　

地
方
広
域
市
町
村
圏
整

　
　
　

備
組
合
議
会
定
例
会
（

　
　
　

白
河
市
・
ク
リ
ー
ン
セ

　
　
　

ン
タ
ー
会
議
室
）

８
〜
10
日　

決
算
審
査(

役
場

　
　
　

第
１
会
議
室)

18
日　

ゆ
ず
と
鮎
の
里
「
や
ま

　
　
　

つ
り
」
あ
ゆ
釣
り
大
会

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
裏
ヘ

　
　
　

リ
ポ
ー
ト
）

19
日　

福
島
県
総
合
体
育
大
会

　
　
　

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
県

　
　
　

南
地
域
大
会
（
山
村
開

　
　
　

発
セ
ン
タ
ー
）

20
日　

国
に
対
す
る
要
望
実
行

　
　
　

運
動
（
東
京
都
・
参
議

　
　
　

院
議
員
会
館
）

　
　
　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

22
日　

福
島
県
町
村
議
会
正
副

　
　
　

議
長
・
事
務
局
長
研
修

　
　
　

会
（
福
島
市
）

23
日　

東
白
川
防
犯
協
会
連
合

　
　
　

会
定
期
総
会
（
棚
倉
町
）

　
　
　

東
白
衛
生
組
合
議
会
第

　
　
　

３
回
臨
時
会
（
塙
町
・

　
　
　

東
白
衛
生
組
合
会
議
室
）

26
日　

第
41
回
福
島
県
消
防
操

　
　
　

法
県
大
会
（
福
島
市
）

30
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
第
２
回
定
例
会

　
　
　

（
棚
倉
町
）

31
日　

東
京
電
力
へ
の
要
求
活

　
　
　

動
（
福
島
へ
の
復
興
再

　
　
　

生
に
関
す
る
要
求
書
）

　
　
　

（
福
島
市
）

★ 

９
月

４
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

　
　
　

東
白
衛
生
組
合
決
算
審

　
　
　

査
（
東
白
衛
生
組
合
会

　
　
　

議
室
）

10
〜
14
日　

第
５
回
町
議
会
定

　
　
　

例
会

13
日　

決
算
特
別
委
員
会

16
日　

矢
祭
町
敬
老
会
（
ユ
ー

　
　
　

パ
ル
矢
祭
）

17
日　

県
南
地
方
総
合
防
災
訓

　
　
　

練
（
棚
倉
町
）

20
日　

例
月
出
納
検
査

　
　
　

県
南
地
域
に
お
け
る
議

　
　
　

会
の
情
報
交
換
会
（
白

　
　
　

河
市
）

21
日　

交
通
安
全
祈
願
祭
（
関

　
　
　

岡
地
内
）

　
　
　

白
河
地
方
広
域
市
町
村

　
　
　

圏
整
備
組
合
一
般
会
計

　
　
　

決
算
審
査
（
白
河
地
方

　
　
　

広
域
圏
会
議
室
）

26
〜
27
日　

東
白
衛
生
組
合
議

　
　
　

会
正
副
管
理
者
等
視
察

　
　
　

研
修
（
岩
手
県
）

28
日　

第
３
回
町
村
長
と
議
長

　
　
　

・
副
議
長
等
に
よ
る
懇

　
　
　

談
会

★ 

10
月

４
日　

一
般
廃
棄
物(

第
２
期
）

　
　
　

最
終
処
分
場
竣
工
式
及

　
　
　

び
落
成
式
典
（
東
白
ク

　
　
　

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

５
日　

防
犯
協
会
３
支
部
合
同

　
　
　

防
犯
パ
レ
ー
ド
（
矢
祭

　
　
　

中
学
校
前
）

６
日　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
運

　
　
　

動
会
（
こ
ど
も
園
々
庭
）

13
日　

は
な
わ
育
成
園
ガ
ー
デ

　
　
　

ン
パ
ー
テ
ィ
（
塙
町
）

15
日　

定
期
監
査
（
議
員
控
室
）

16
日　

県
南
地
方
町
村
議
会
議

　
　
　

長
会
正
副
議
長
セ
ミ
ナ

　
　
　

ー
（
玉
川
村
）

18
日
〜
19
日　

定
期
監
査
（
議

　
　
　

員
控
室
・
現
場
）

19
日　

東
白
衛
生
組
合
第
４
回

　
　
　

定
例
会
（
塙
町
）

20
日　

矢
祭
小
学
校
学
習
発
表

　
　
　

会

21
日　

矢
祭
町
消
防
団
秋
季
検

　
　
　

閲
（
矢
祭
中
学
校
）

22
日　

レ
ス
ポ
ア
ー
ル
や
ま
つ

　
　
　

り
開
所
十
周
年
記
念
式

　
　
　

典
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

　
　
　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

23
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
員

　
　
　

研
修
会
（
ユ
ラ
ッ
ク
ス

　
　
　

熱
海
）

24
日　

定
期
監
査
（
学
校
・
出

　
　
　

先
機
関
）

議会の
動き 定

期

監

査

実

施

定期監査をする監査委員

踏査現場（役場庁舎入口）踏査現場（上茗荷地内）

　請願、陳情はその取扱いを議会運営

委員会で協議します。12 月定例会に

請願、陳情をされる方は平成 30年 11

月 28日までに提出願います。

請願・陳情について



　

福
島
地
方
法
務
局
と
福
島
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
11

月
12
日
（
月
）
か
ら
18
日
（
日
）

ま
で
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と

し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
を

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解

決
を
図
る
た
め
、
電
話
相
談
の

取
組
を
強
化
し
ま
す
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
相
談
は
、
人
権

擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員
が

対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
強

化
週
間
以
外
の
日
に
お
い
て

も
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

期
間　

平
成
30
年
11
月
12
日（
月
）

　

〜
平
成
30
年
11
月
18
日（
日
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

７
時
（
11
月
17
日
（
土
）・

　

18
日
（
日
）
は
午
前
10　

時

　

〜
午
後
５
時
ま
で
）

相
談
番
号　

☎
０
５
７
０
‐
０

　

７
０
‐
８
１
０

問
い
合
わ
せ　

福
島
地
方
法
務

　

局
人
権
擁
護
課
☎
０
２
４
‐

　

５
３
４
‐
１
９
９
４

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
相

談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

開
催
日　

12
月
６
日
（
木
）

時
間　

午
後
５
時
〜
午
後
８
時

場
所　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
白

　

河
市
本
町
２
番
地
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
１

　

２
０
‐
８
１
‐
５
５
３
９（
平

　

日
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30

　

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
）

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
労
働

保
険
の
加
入
手
続
は
お
済
み
で

す
か
。
11
月
は
「
労
働
保
険
適

用
促
進
強
化
期
間
」
で
す
。
正

社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
、
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら

ず
、
一
人
で
も
労
働
者
を
雇
っ

て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
島
労
働
局
総
務

部
労
働
保
険
徴
収
室
ま
た
は
、

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
労
働
局
総

　

務
部
労
働
保
険
徴
収
室
☎
０

　

２
４
‐
５
３
６
‐
４
６
０
７

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
６
日
・
12
月
４
日

　
（
火
）
午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

　

５

　

厚
生
労
働
省
か
ら
の
お
知
ら

せ
で
す
。
働
き
方
改
革
関
連
法

が
成
立
し
、
平
成
31
年
４
月
１

日
よ
り
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
事
業
主
・
人
事

労
務
担
当
者
向
け
に
、
県
内
４

会
場
で
、
関
連
法
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
福
島
労
働
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
程　

11
月
20
日
（
火
）
▼
と

　

う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ

　

ン
タ
ー
（
福
島
県
文
化
セ
ン

　

タ
ー
）
／
11
月
26
日
（
月
）

　

▼
い
わ
き
新
舞
子
ハ
イ
ツ
／

　

11
月
29
日
（
木
）
▼
ア
ピ
オ

　

ス
ペ
ー
ス
／
12
月
７
日（
金
）

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

４
時

問
い
合
わ
せ　

福
島
労
働
局
雇

　

用
環
境
・
均
等
室
☎
０
２
４

　

‐
５
３
６
‐
４
６
０
９

　

子
育
て
支
援
策
の
一
環
と
し

て
、
県
内
に
三
世
代
以
上
の
方

が
同
居
又
は
近
居
す
る
住
宅
を

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

32
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
し

た
場
合
、
取
得
し
た
住
宅
に
係

る
不
動
産
取
得
税
が
申
請
に
よ

り
軽
減
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
に

必
要
な
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
税

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
県
南
地

　

方
振
興
局
県
税
部
☎
０
２
４

　

８
‐
２
３
‐
１
５
１
７

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生

活
事
業
で
は
、
高
校
や
短
大
、

大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
中
に

必
要
な
資
金
の
貸
し
付
け
を
し

て
い
ま
す
。
入
学
金
や
授
業
料

の
ほ
か
、
受
験
時
の
交
通
費
や

宿
泊
費
、
在
学
中
の
通
学
費
用

な
ど
に
も
利
用
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

利
用
資
格　

大
学
、
大
学
院
、

　

短
大
、
専
修
学
校
、
各
種
学

　

校
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等

　

学
校
な
ど
に
入
学
・
在
学
し

　

て
い
る
方
の
保
護
者

問
い
合
わ
せ　

教
育
ロ
ー
ン
コ

　

ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０

　

‐
０
０
８
‐
６
５
６

　

福
島
県
立
医
科
大
学
で
は
、

県
の
委
託
を
受
け
、
県
民
健
康

調
査
の
一
環
と
し
て
「
妊
産
婦

に
関
す
る
調
査
」
を
11
月
よ
り

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
立
医
科

　

大
学
放
射
線
医
学
県
民
健
康

　

管
理
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
４
‐

　

５
４
９
‐
５
１
８
０

受
験
資
格　

高
校
卒
業
（
見
込

　

み
を
含
む
）、
ま
た
は
同
等

　

の
学
力
を
有
す
る
者
（
中
学

　

校
卒
業
で
も
履
修
が
可
能
と

　

認
め
ら
れ
る
方
を
含
む
）
た

　

だ
し
、
社
会
人
枠
入
試
は
、

　

20
歳
以
上
で
２
年
以
上
の
就

　

労
経
験
が
あ
り
、
専
願
の
者

定
員　

30
人

試
験
科
目　

一
般
入
試
▼
国
語
、

　

数
学
、
作
文
、
面
接
／
社
会

　

人
枠
入
試
▼
作
文
、
面
接

試
験
日　

一
般
入
試
１
期
▼
平

　

成
31
年
２
月
７
日
（
木
）
／

　

一
般
入
試
２
期
▼
平
成
31
年

　

２
月
21
日
（
木
）
／
社
会
人

　

枠
入
試
▼
平
成
30
年
12
月
20

　

日
（
木
）

問
い
合
わ
せ　

白
河
医
師
会
白

　

河
准
看
護
学
院
☎
０
２
４
８

　

‐
２
３
‐
３
７
０
１

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

募　
　

集

相　
　

談

労
働
保
険
適
用
促
進

強
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　７ページで紹介させていただいた「ふく
しま駅伝矢祭町チーム」の選手たちは、９
月の下旬から厳しい練習に励んでいます。
今月１８日の大会では、矢祭町の名を胸に
これまでの成果を十分に発揮した力走を見
せてくれることと思います。町民のみなさ
んもぜひ、各中継地点や沿道、テレビを見
ながら応援をお願いします。２３名の選手
のみなさん頑張ってください。　　　　（海）

人　口 ５,８２４人（－   ９）
男 ２,８５６人（－   ７）
女 ２,９６８人（－   ２）
世　帯 ２,０５５世帯（±   ０）

人の動き
10月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
近藤　タメ 94 隆夫 9 / 30 下関河内
塙　　英雄 86 正美 10 / 2 下関河内
豊田　コウ 84 洋子 10 / 3 東　舘
菊池　真一 60 昌則 10 / 7 東　舘
藤田　禎良 92 洋一 10 / 14 東　舘
古川　　仁 83 伸一 10 / 16 中石井
吉成　イネ 69 一美 10 / 18 内　川
鈴木マスイ 89 政司 10 / 18 東　舘
菊池キヨノ 90 幹雄 10 / 21 戸　塚
八幡スミ子 94 眞一 10 / 22 東　舘
菊池　雅雄 86 芳 10 / 24 下石井

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成３０年度危険物安全週間推進標語
「この一球　届け無事故へ　みんなの願い」

　秋の火災予防運動が、１１月９日から１１月１５日までの 7
日間にわたり、全国一斉に実施されます。大切な家族や自分の
命、そして財産を火災から守るために住宅用火災警報器や住宅
用消火器を設置や点検を行いましょう。
　また、寒くなり暖房器具などの火の取扱いが増えてくる季節
です。火気の使用には十分に注意し、近所にお年寄りや身体の
不自由な人がいる場合は、お互い助け合って火災予防に努めま
しょう。

●町内火災・救急件数
（平成30年1月1日～10月15日）

火災件数　 1 件
救急出動　   183 件

消防分署からのお願い
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固定資産税▶４期
国民健康保険税▶６期
介護保険料▶６期
後期高齢者医療保険料▶４期
納期限（口座振替日）▶１１月３０日（金）

●今月の納税

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
鈴木つぐみ 10/1 啓也 ・ 牧 下石井

鈴木ひかり 10/1 啓也 ・ 牧 下石井

小室　柊
し ゅ う と

翔 10/3 翔志 ・ 恵理子 東　舘

海野　水
み な と

音 10/3 拓椰 ・ 拡見 東　舘

鈴木　温
は る ひ と

仁 10/10 修宏 ・ 郁美 中石井

石井　永
え い き

煌 10/13 壽君也 ・ 美佳 東　舘

藤崎　紗
さ な

渚 10/19 豊 ・ 恵 小田川

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）
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　宝坂在住の豊田さんご家族。お父さんの真吾さんとお母さんの千恵さ
んは、二人のお子さんに「元気で思いやりのある子に育ってほしいです。」
と願っています。ご両親に姉弟の性格を伺うと「結惟は、優しくておと
なしい、大舞台に強い性格です。晃佑は、人見知りはしませんが、恥ず
かしがりやで人前では緊張してしまう性格ですね。」と教えてくれまし
た。また、子どもたちにまつわるエピソードを聞くと「今までは、トン
チンカンな会話しかできなかった晃佑が、こども園で習った言葉を使っ
て、普通に会話ができるようになった時に思わず笑ってしまったなんて
ことがありましたね。」と微笑みながら真吾さん、千恵さんは話します。
そんな二人の成長を楽しみにしながら、ご両親はこれからも暖かい家庭
を築きます。

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター11

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　豊田結
ゆい

惟ちゃん（7） 　晃
こうすけ

佑くん（3）
お父さん　真吾さん　　お母さん　千恵さん　

【宝坂在住】
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成30年 12 月 31まで
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成30年 12 月 31日まで
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成30年 12 月 31日まで
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日 月 火 水 木 金 土
4 5 6 7 8 9 10
●矢祭町文化祭  ●３歳児健康診査

　保セ（13：00～13：10）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室　　　
　

●母親学級
　塙（13：30～15：30）

●青少年の主張大会

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

11 12 13 14 15 16 17
●心の健康相談会
　保セ（13：00～16：00）
●３か月児健康診査
　塙（13：30～13：40）

●運動教室　　　
　保セ（10：00～11：00）

●母親学級
　塙（13：30～15：30）
●１１か月児健康相談・歯科クリニック
　         保セ（13：00～13：10）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

18 19 20 21 22 23 24
●矢祭読書の日
●ふくしま駅伝大会

●子宮がん・骨粗鬆症検診
　保セ（9：00～10：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室　　　
　保セ（10：00～11：00）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○おおひら整形外科クリニック☎33-9468

25 26 27 28 29 30 12/1
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●運動教室　　　 ●在宅医療住民セミナー
　保セ（13：30～15：30）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

2 3 4 5 6 7 8
●第23回矢祭ふれあい駅伝競走大会 ●心の健康相談会

　保セ（13：00～16：00）
●運動教室　　　
　保セ（10：00～11：00）

●母親学級
　塙（13：30～15：30）

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


